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京
都
帝
園
大
拳
皆
既
平
部
外
科
撃
研
究
室
（
烏
潟
教
授
指
導
）

門
内
容
妙
鍛
】
傍
研
製
虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヨ
リ
生
上
澄
液
（
N
Z
）
ト
煮
上
澄
液
（
Z
K〉

ト
ヲ
得
、
其
ノ

0
・
二
五
、

0
・
五
乃
至
一
・
O
銘
＝
黄
色
葡
碕
吠
球
菌
液
了

O
路
ヲ
合
併

シ
（
三
十
分
ノ
間
隔
ニ
テ
別
々
＝
注
射
ス
ル
カ
或
ハ
雨
者
ノ
混
和
波
ヲ
一
時
－
ご
注
射
U
V

）タ

ル
品
、

0
・
五
及
ピ
一
・

O
耗
ノ
用
量
（
腹
腔
注
射
）
／
比
較
一
一
テ
ハ
細
菌
ノ
喰
境
程
度
ト
其

後
z
現
ハ
レ
来
H
シ
血
中
ノ
抗
細
菌
凝
集
素
ノ
康
生
程
度
ト
ハ
非
常
＝
ヨ
タ
順
位
ガ
一
致

セ
p
o
此
際
抗
虎
菌
凝
集
素
産
生
存
度
ハ
必
ズ
シ
モ
金
然
策
色
葡
萄
状
球
商
ソ
ノ
モ
ノ
ノ

喰
燈
程
度
ノ
大
小
ト
一
致
セ
ザ
リ
シ
カ
ド
モ
、
猶
且
ツ
大
局
＝
於
テ
ハ
一
致
セ
リ
。
即
テ

第
五
巻

F『

原

著
'-' 

縞

藤

大
串
院
皐
生

藤

京岡

長

醤
皐
士

喰
燈
作
用
ノ
大
ナ
P
シ
煮
上
澄
液
動
物
＝
於
ケ
ル
凝
集
素
康
生
ハ
此
／
作
用
ノ
小
ナ
り
シ

生
上
澄
波
動
物
ノ
ソ
レ
ヨ

P
モ
小
ナ
P
キ。

0
・
二
五
及
ピ

0
・
五
施
ノ
用
量
（
静
脈
内
注
射
）
ヲ
以
テ
セ
ル
場
令
一
一
モ
大
局
＝
於
テ
ハ

喰
菌
作
用
ノ
大
〈
小
）
ナ

p
v
場
合
ノ
抗
黄
色
葡
萄
状
球
菌
凝
集
素
及
ピ
抗
虎
菌
凝
集
素
ノ

産
生
ハ
矢
張
p
y
レ
ト
一
致
シ
テ
大
（
小
）
ナ
9
キ
。

7
9
菌
液
／
合
併
ア
P
シ
－
一
モ
拘
ラ

ズ
生
上
澄
波
動
物
＝
於
ケ
ル
白
血
球
過
少
ノ
程
度
ρ

煮
上
澄
液
動
物
＝
一
於
ケ
ル
ヨ
リ
モ
精

々
大
ナ
ロ
キ
。
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五
巻
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F『

原

司E

以
上
ノ
所
見
－
－
ヨ
リ
テ
喰
燈
現
象
ノ
大
（
小
）
ナ
ル
場
合
ハ
免
疫
獲
得
モ
亦
9
大
（
小
〉
ニ

シ
テ
而
シ
テ
同
時
＝
毒
カ
ハ
小
（
大
）
ナ
ル
コ
ト
ガ
一
般
的
原
則
ナ
ル
コ
ト
7
知
リ

9
p
。

7
9
同
名
乃
至
異
名
前
鰻
／
喰
燈
現
象
ヲ
促
進
ス

ル
能
カ
ノ
大
（
小
）
ナ
ル
溶
解
性
前
物
質

ρ

ソ
レ
自
身
昌
封
λ

ル
免
疫
／
獲
得
税
皮
モ
亦
大
（
小
〉
ナ
ル
モ
ノ
＝
シ
テ
、
此
／
細
菌
惚

喰
燈
現
象
促
進
能
カ
ノ
大
小
一
ご
依
り
テ
免
疫
元
性
能
働
カ
ノ
大
小
ヲ
剣
定
ス
ル
ノ
指
標
ト

鴛
シ
得
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。

溶
解
性
荷
物
質
ハ
同
名
乃
烹
異
名
／
綿
商
健
ノ
喰
勉
作
用
ヲ
催
準
ス
ル
ノ
特
性
ヲ
有
ス

ル
モ
／
エ
シ
テ
、
此
／
特
性
ハ
生
抗
原
ヨ
リ
モ
煮
杭
原
昌
一
於
テ
非
常
－
一
大
ナ
リ
。
生
抗
原
－
一

テ
ハ
此
／
特
性
開
閉
著
ナ
ラ
ズ
、
時
＝
ハ
往
々
＝
シ
テ
正
常
以
下
－
ご
、
デ
喰
燈
作
用
ヲ
阻
止

ス
ル
場
合
ヲ
認
メ
待
F
H
O
以
上
／
所
見
ハ

「
イ
ム
ペ
ヂ

ン
」
撃
競
－
二
致
ス
ル
モ
ノ
ナ

リ
。
故
孟
煮
沸
組
問
疫
元
ハ
刺
戟
療
法
／
目
的
＝
・
吋
7
成
剣
ト
シ
テ
モ
亦
9
賞
用
上
ノ
意
義

ヲ
有
ス
ル
モ
／
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。
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生
上
澄
液
／

0
・
二
五
、

0
・
五
乃
至
一
・
O
銘
＝
黄
色
葡
碕
紋
球
蘭
液
了
O
姥
ヲ
加
へ

タ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
セ
ル
ヨ
リ
モ
、
煮
土
器
肌
液
／
同
一
量
二
県
色
葡
萄
欣
球
商
液
了
O
銘
7

加
へ
タ

ル
モ
／
ヲ
以
テ
セ
ル
方
ガ
抗
災
色
稲
荷
蹴
球
菌
凝
集
素
J

産
生
大
ナ
リ
シ
ノ
ミ
－
－

止
－
フ
ズ
、
抗
虎
悩
凝
集
素
／
産
生
モ
亦
タ
明
白
品
大
ナ
リ
キ
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＝
同
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テ
モ
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レ
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品
致
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ヲ
意
味
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コ
ト
品
於
テ
／
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毒
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』
ガ
略
ボ
同
一

－－シ
テ
而
シ
テ

生
・
者
山
・
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上
澄
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戦
術
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場
合
／
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相
互
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相
溢
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品
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非
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生
時

、
、
議
＝
始
メ

テ
生
上
海
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ヨ
リ
モ
煮
上
澄
液
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ガ
同
一
銘
使
用
量
＝
於
テ
毛
亦
F
免

疫
元
性
能
働
カ
大
ナ
ル
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
免
疫
獲
得
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産
生
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得
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モ
ノ
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コ
ト
ヲ
知
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疫
元
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燈
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能
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ノ
大
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得
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（
小
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、
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作
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ノ
小
（
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ハ
＝
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（
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戸
、
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元
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約
ト
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－
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獲
得
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モ
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w
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コ
ト
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メ
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コ
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潟
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セ
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レ
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Y
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疫
元
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＝
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約
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燐
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Y
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燐
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－
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元
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元
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Y
僚
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ノ
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－
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喰

燈
作
用
ヲ
旺
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ナ
ラ
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ム

Y
力
非
常
－
一
大
一
一
ジ
ア
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抗
開
康
生
モ
亦
タ
大
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Y

コ
ト
A
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敷
ノ
研
究
者
ニ
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ノ
立
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テ
レ
タ

Y
事
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究
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多
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A

喰

菌

作

用
A

之
ノ
ミ
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就
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叉
抗
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生
ノ
強
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、
喰
菌
作
用
A

多
ク
海
底
ヲ
試
獣
ト
ナ
ジ
、
抗
糖
産
生
ノ
強
弱
A

多
ク
家
兎
ヲ
試
獣
ト
ジ
ア
比
較
セ
ラ
V

タ
UY

毛
ノ
ニ
ジ
－
プ
、

生
・
業
・
南
免
疫
元
－
一
向
ツ
ア
産
生
セ
ラ
レ
タ
M
F

抗
鰹
ソ
レ
自
身
ヲ
不
問
ト
ナ
セ
M
Y

場
合
多
ク
、
同
一
一
概
族
ノ
同
一
個
鱒
ヲ
以
ア
喰
菌
作
用
ト
各

種
兎
疫
元
ニ
向
ア
ノ
抗
健
産
生
ト
ノ
相
互
関
係
ヲ
求
メ
タ
Y
研
究
A

未
グ
稜
表
セ
ラ

レ
居
ず
Y
ナ
リノ
。
但
シ
伊
藤
（
肇
）
博
士
A

家
兎
及
ピ
人

－
一
就
ア
白
血
球
像
ト
抗
鰭
産
生
ト
ノ
関
係
ヲ
明
白
ニ
ジ
以
ア
抗
鱒
産
生
ト
喰
燈
作
用
ト
ノ
間

二
密
接
ノ
関
係
ア
Y

ペ
キ
コ
ト

ノ
推
定
二
一
日
及

セ
p
（
日
本
外
科
賓
曲
第
三
港
第
一
蹴
大
正
十
五
年
一
月
）
。
依
ッ
ア
余
等
A

此
等
ノ
閥
係
－
一
就
ア
詳
細
ナ
Y
貫
験
ァ
途
グ
結
果
ヲ
報
告
ス

y

所
ア
ラ
ン
ト
ス
。
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第

－

章

賓

験

材

料

（
一
）
虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
ι生
上
澄
液
（
N
Z
）
。
停
研
虎
商
「
ワ
ク
チ
ン
」
（
猿
防
液
）
ニ
ア
一
九
二
七
年
五
月
十
二
日
ノ
日
附
ァ
有
ス
Y

第
四
十
三

競
ヲ
判
判
外
刈
電
気
遠
心
器
ヲ
以
－
プ
強
烈
三
二
十
分
間
遠
心
ジ
細
菌
鱒
ヲ
除
キ
タ
Y

上
常
液
ヲ
再
ピ
一
時
間
遠
心
シ
管
壁
－
一
細
川
レ
ザ
Y
様

ニ

ジ
ア
毛
細
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ヲ
以
－
ア
採
9
タ
Y
上
澄
液
ナ
リ
。

三
己
虎
薗
「
ワ
ク
チ
ン
」
煮
上
澄
液
（
Z
K
）
。
上
記
ノ
如
ク
シ
ア
得
タ
Y
生
上
湾
液
ヲ
嬬
氏
百
度
ノ
熱
湯
中
－
で
ア
二
十
分
間
煮
沸
セ

Y

モ
ノ

ナ
リ
。会
ラ
黄
色
萄
萄
蹴
球
菌
液
。
寒
天
斜
面
培
養
基
ア
以
ア
儀
氏
三
十
七
度
ノ
解
卵
器
中
ニ
ア
二
十
四
時
間
培
養
セ
Y
黄
色
葡
萄
扶
球
菌
ヲ

0
・

五
同
石
山
政
酸
加
0
・
八
五
%
食
間
水
－
一
一
序
説
セ
ジ
メ
摘
氏
六
十
度
ノ
水
溶
中
ニ
－
Y

一
時
間
低
温
殺
蘭
セ
ジ
モ
ノ

ニ
ア
、
業
ノ
一
・

O
施
中
ニ
A

約

0
・
0
0三
五
括
ノ
繭
量
ヲ
合
有
セ
Y

モ
ノ
ナ

y
o

以
上
川
線
ア
無
菌
的
操
作
ヲ
以
ア
製
造
hv
且
叉
製
造
後
一
ヶ
月
以
内
ニ
貫
験
－
一
供
セ
リ
ノ
。

第

二

章

寅

輪

方

組
問
重
六
百
克
内
外
ヲ
有
ス
U
F

海
棋
ノ
牡
ヲ
甲
乙
二
群
ニ
分
チ
、
甲
群
－
一
一
於
ア
A

珠
メ
後
肢
皮
下
静
脈
ヨ

p
採
血
シ
正
常
時
ニ
於
ケ
グ
’血
液
車

位
容
積
内
白
血
球
線
数
ヲ
許
算
シ
同
時
－
一
塗
抹
標
本
ヲ
製
シ
タ

y
。
究
」
ア
虎
蘭
「
ワ
ク
チ
ン
L
生
・
蓑
・
雨
上
被
液
及
ピ
封
照
ト
ジ

7
0
・五
Mm石

法

第
五
念
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著
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五
巻

F『

原

善、4

藤

綱

一
六
六

（
第
式
競

問

山
灰
酸
加
0
・
八
五
%
食
曜
水
ノ

一
定
量
ヲ
腹
腔
内
へ
注
射
ジ
三
十
分
ヲ
経
過
セ
Y
後
黄
色
術
萄
蹴
球
菌
液
ノ

一
定
量
ヲ
頭
静
脈
内
品
注
射
シ
以

後
三
十
分
、

一
時
間
、
二
時
間
、
四
時
間
、
六
時
間
、
八
時
間
目
ノ
六
回
三
日

Y
先
ニ
作
9
タ
Y
後
肢
皮
下
静
脈
創
ヨ

p
採
血
ジ
ア
血
液
車
位

容
積
内
白
血
球
総
数
ヲ
計
算
シ
、
同
時
－
一
検
抹
標
本
ヲ
製
ジ
ア
中
性
多
型
核
細
胞
ノ
百
分
率
ト
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
健
ヲ
包
喰
セ

Y
白
血
球
敷
及

ピ
白
血
球
－
一

食
喰
セ
ラ
レ
居
Y
該
球
菌
鰐
数
ト
ヲ
計
算
シ
タ
Y
後
試
獣
ヲ
注
意
ジ
ア
飼
育
シ
、
注
射
後
五
日
目
、

十
日
目
、
及
ピ
十
五
日
目
ノ

三
回
二
百
一y
心
臓
穿
刺
『
一
ヨ
リ
採
血
ジ
蜘
清
ノ
虎
列
投
蘭
及
ピ
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
二
封
ス
Y
凝
集
債
ヲ
測
定
セ
リ
リ

乙
群
－
一
於
－
Y
A
同
グ
ク
諌
メ
後
肢
皮
下
静
脈
ヨ
リ
採
血
シ
－
プ
正
常
時
－
一
一於ヶ
Y

血
液
輩
位
容
積
内
白
血
球
総
数
ヲ
計
算
ジ
岡
崎
－
一

山崎明
抹
標

本
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萄
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、
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－
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＋
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第 p 表

I免再jLワヲチン「生上澄液0.5c・c.腹腔内注
射三十分後黄色葡菊J伏球菌液l.Oc.c.静脈
内注射後＝於ケル喰菌作用（平均〉

第三表

0.5%石炭酸加生理的食醗11'0.5c.c.腹腔内
注射三十分後黄色葡萄状球菌波1.0... c.静
脈内注射後品於ケル喰菌作用（平均〉

｜高官｜麟 ｜語 ｜甥 ｜喰騨

注射前 13600 。。。。
注 30 14200 7.5 12.5 20.0 1.4 
射 60 9600 10.5 26.0 36.5 3.8 
後
4事 120 10500 ] 1.0 33.5 44.5 4.2 

過時 240 8600 7.0 15.5 22.5 2目6

分数
360 lO!lOO 4.0 5.5 !l.5 0.9 

480 16400 5.0 7.0 12.0 0.7 

総和 f102州45.0i 100.0 i 1刷 1 2.1 

｜高血割程裂｜警護｜報 ｜喰蹄

注射前 18700 。。。。
一 一

注射
30 17400 5.0 9.5 14.5 0.8 

60 24000 3.0 8.0 11.0 0.4 
経後 120 2ll000 6.5 14.0 20.5 0.0 

過時 240 1!1800 3.0 7.0 10.5 0.5 

分数
360 16600 1.0 i.o 2.0 0.1 

480 rn~.oo ::.5 4乃 8.0 0.6 

線利 j11s200!22 o / 44.51 66 s 1 o.6 

一
六
八

第二表

皮商」ワク手 ：：，..，煮上滋液0.5e・c.腹腔内注
射三十分後策色葡萄状球菌液l.Oc.c.静脈
内注射後＝於ケル日食菌作用（平均）

第四表

虎蘭Lワクチン，！：主上澄液l.Oc.c.腹腔内注
射三十分後策色首｝j硲J伏球的液l.Oc.c.静脈
内注射後＝於ケル日会的ー作用（平均）

《
骨
帰
京
競

ムハ〉

｜高血護｜踏襲i室長｜空襲片隅
注射前 1附 0 I 0 I 0 I 0 

注… 13.5 28.5「1.9fl 60 11400 16.5 4ii＿；， 削 5.4

経… 000 ~；：~ 159.5 73 5 4.9 
過H寺 240 fl900 13.0 41.5 54.5 5.5 

議36018200 7.・> I 16.5 24.0 1.3 
4so 11100 5.5 I 14.0・ 山 1.1

総和 js4100! 10.0 / 2os.s j 21s・s! 3.0 

｜白血益｜喰絢｜桝l附｜日食酔総 胞放 下奇数子数

t主射前 16100 。。。。
注 30 18300 8.5 rn.o 27.5 1.5 
射 (l() !)!)00 ] 1.0 22.0 ::::.o 3.：~ 
後
＊~ 120 10500 8.5 23.5 32.0 3.0 
過 ~40 8700 10.5 rn .. 'i 30.0 3.4 
時

分数
HGO 14500 4.0 5.0 fl.0 0.6 

480 19000 5.0 8.0 13.0 0.7 

線和 1sosoo! 41.s 1仰い44.51 1.8 
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第 五 重量

1支繭Lワクチγ可煮上澄液l.Oc.c.腹腔内注
射三十分後賞色帯！］弱状王京商液l.Oc.c.静脈
内注射後＝於ケル喰菌作用（平均）

｜高血割高裂｜官接｜空襲｜日食蹄

注射前 9300 。。。。
法企 :io 11300 7.0 14.5 21.5 1.9 

射 60 7700 9.0 17.0 26.0 3.4 
後
中軍 120 13800 10.5 30.0 40.5 2.9 

過時 240 7300 9.5 28.5 38.0 5.2 

分数
360 4900 4.5 7.0 11.5 2.3 

480 7800 5.0 9.0 14.0 1.8 

線利ド2sooj45.5 j 106.0 j 1su j 2.9 
セ 表

虎菌腹Jレ腔L日食ワ内菌ク注作チ射用シ三／可十j徳生分和・ヲ後賢雨黄上色i笠葡液萄及状ピ球0菌.5~石静炭酸脈加内生理注射的後食店経＊ヲ 滋ヲー＝於
ケ

免疫元種別｜量（ω ）｜｜食品目醐！被喰菌数：喰菌子敏｜喰蹄

生上澄波 0.5 45.0 100.0 145.0 2.1 

煮上澄液 0.5 70.0 205.5 275.5 3.0 

0.5%石炭酸加 0.5 22.0 44.5 66.5 0.6 
0.85%食臨水

生上澄液 1.0 47.5 97.0 144.5 1.8 

煮上澄液 1.0 45.5 106.0 151.5 2.9 

0.5% 石食炭盤固ま加 1.0 24.5 54.0 78.5 0.6 
0.85% 7~ 

I 生上澄t削 IV生上澄液l
JI 煮上澄縫い.5e.c. V %：；上澄液 ~l.Oc.c.
III食鴎＊’ VI食臨水’
., 

ノ、

九
第 1•

園
（
第
戒
務

七

虎菌Lワクチン1生・煮雨上澄液及ピ0.5%石炭
酸加生理的食鞠プ1~ ヲ腹腔内ユ注射三十分後黄
色葡萄紋球蒜j液各1.0じじ.7静脈内注射後＝於
ケル放除菌数ノ推移

！ 生上澄液l IV生上澄液l
11 煮上波町長｛0.5c.c. V 煮上i党液(1.0,,.c,
11 l食腹水’ VI食堕＊＇

40 

穿・t 35 

30 

闘
2・

4ぱ口t「下河
;, .I !Elごヰごc:qヤよ汁～～

巴以；子二幸三
官菌Lワクチン寸生煮爾ぽ紙ピ0.5何長
話~~~鍛：f府特鰐詰群於
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聞
及
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表

戊前Lりクチン1生・煮雨上澄波及ピ 0.5%石炭般加0.85%食盤水7腹腔内法射

三十分後黄色葡萄状球菌液各l.Oc.じ・ヲ静脈内注射後＝於ケJレ血中白血球総数

／増減（第一乃至第六表ヲ参照セヨ）

八第

第五各

免疫元 II生0上0c.澄o液｜｜煮、上澄液ii生1上.Oc.澄c液｜｜煮1上0澄c.c.液r5%石炭酸州：（5%'.o~c石炭聡酸加
干重 }]lj 凸0.5c.c. 0.85~5食G・c.臨 7}:.0.85~ * 

三十分後菌液 l.Oc.c.注射

30 600 10700 2200 2000 - 1300 - 5300 

注 60 4000 - 400 - 6200 - 1600 6200 2600 
射

後経

。
120 - 3100 3200 - 5600 4500 4300 4900 

過 240 - 5000 - 1900 - 7400 - 2000 1100 500 
時

分数 360 - 2700 6400 - 1600 4400 - 2100 - 3300 

2800 呂町 2川－ 1500 - 2200 - 2300 

高息 和 l-11州州！－1幻oo-!-3()00 ¥I 6()00 

F『
原

箸
'-' 

藤

綱

表

虎菌Lワクチン寸生・煮柄上澄波及ピ0.5%石炭酸h日生理的食臨水ヲ腹腔内注射

三十分後黄色葡萄状球菌液各l.Oc・c.ヲ静脈内注射後＝於ケJレ血中中性多核白

血球%数／；靖減

九第

免疫元 11｜生上C澄C液I煮0上5c.澄O液Ii生1上.Oc.c澄波・情1；上波液1r・5% 石炭姐月七1110.5% 石炭酸加種別 1.0 0.85%ゑ水0.85%01;c！監水
c. り I I. 

詰射川前｜｜｜ 24仰4.2ペ4必5日問7旬511 制 51 24./;) II 27.00 24.25 

三十分後菌液 l.Oc.c.注射

30 13.50 27.25 27.00 15.75 10.25 4.73 

射注 60 26.50 27.25 32.50 26.i5 18.50 31.00 

後 120 46.75 38.50 27.50 40.25 36.75 日1.00

過 240 42.75 42.:J::i 40.25 36.50 2(j.25 31.75 
日寺：

分数 360 48.50 41./.j :;;J.IJり 27.00 28.00 33.25 

480 45.00 44.50 36.75 36.50 31.00 30.25 

員患 和 II2刈 221.50¥I 1刈 182. 150.75 162.00 

七

〈
第
戒
披

九、J
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圃
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タ

第＋表

虎前Lワクチン寸生・需主爾Jj萱液及ピ 0.！）%石炭酸曲目0.85%食瞬水ヲ腹腔内注射
三十分後策色稲1荷J伏球術液各l.Occ.ヲ静脈内注射セノレ務採血清ノJ莞列性商品
封スル平均凝集償

免疫元 ｜｜生上澄液l煮：上澄液恒 上澄液｜煮上澄液11°'5% 石炭酸加，0.5%石炭酸加
種別 11o.5c.ι1・ o.5c.《；il.Oc.ιI' l.Oc.c. II°"匂主C盟水10.匂£胞水

三十分後菌液 1.0 .. ・ c.注射

40.0 II 50.0 I 

8川引
［二i」

第
矢
倉

0 

0 

20.0 

10.0 

20.0 

10.0 

｜！ 

ハU
A
リ

A
V

A

U

Aリ
ハ

リ

り“

P
O

OL

均［

経
過
日
数

注

射

F『

原

著

藤
7 

第＋ー表

虎筒Lワクチン「生・煮雨上澄液及ピ0.5%石炭西宮加0.85%食略水ヲ腹腔内注射
三十分後黄色帝j"§j状qn樹液各1.0.~ .じ・ヲ静目黒内注射セノレ海縫血清ノ音色葡窃獄
球菌＝針スノレ平均凝集償

13 103 53 ~3 平
綱

主疫京 11~J,,i~.~~ I~時間｜｜当時半｜開花JF:ki~~5~；；特戸空！目
三十分後菌液 1.0唱c注射

l一一一一一一一γ一一一一一一一一一一ー一一「一一一一一一一一一一ー
6C!l.O II :21111 0 140.0 

400.0 11 2-t11.o 140.0 

200.0 II 判 I) 2!0.0 

側 JI 160 1 113 

440.0 

200.0 

80.。
800.0 

400.0 

140.0 

500.0 

:;110.0 

80.。
日
目
白
一

1

一

九

日

目

一君、

一
経
過
日
数

一注
附
h
p

IV生t澄液l
v 煮上澄液~l.Oc・C・
VI食堕水’

I 生上i菅波i
1l 煮：上ifl.i夜（0.5，，・.c.
II l食臨 71'1

IV生上lil'.液l
v 煮上演液(1.0c.~.
v I食関＊＇

293 l伺1II 2F-

I 生上澄液｝
rr 煮上澄液（0.:-w.c:.
III食穏＊’

ご。II A/,/_..1"'－－－－~ 
γ144~／－－－－札
I ，.げ;7.. ...-J __ _.1ii-I『『》色
I ＇·~斗ー斗d
L一一一一歩注射止粧品岡弘

虎商しワ クチン寸生・煮雨上波液及ピ0.5%石炭
酸加生理的食開水ヲ腹腔内注射三十分後黄色
課i稲荷J伏E東南波各l.Oe.c.ヲ静脈内討．射セJレ海
凝血清ノI支列投蘭＝聖母ZJレ平均凝集償ノ減移
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伺萄！伏1.'tt関液各1.0c.c.ヲ静脈内法射セル海何
I血清ノ：黄色弱1菊以ー王者i符＝釣スJレ平均凝集恨／
推移
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虎~jL ワクチン守生上澄液 0.25c.c. 加黄色
葡萄状球菌液l.Oc.c.注射後＝於ケル日食I言i
作用（平均）
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第＋三奈

虎商Lワクチン1煮上澄液 O.~；，川・ 加資色
稲荷吠王京商液l.Oc.c.注射後＝於ケル喰一菌
作用（平均）

線、

｜縛総白、血球数｜｜胞蜘数 ｜｜ 桝繭歎 ｜｜ 喰附子数商 ｜除｜喰一札

注射前 Is州 （｝ 

法 30 6700 5.5 7.5 rn.o l.9 

射後経
60 4700 8.G 21.5 30.0 6.4 

120 6000 7.0 14.0 21.0 3.5 

過日寺 240 !J500 7.5 13.5 21.0 2.2 

分数
12.5 21.0 ζd ) 3 

480 1110 !l.!l 13 .. ) 23.0 2.1 

総 和い7刈46.51附＼ 129.o 1 2.1 
第＋四表

0.5%石炭酸加生理的食盤水0.25口.c.加貧
富葡萄状球菌液l.Oc.c.注射後＝於ケJレ喰
作用〈平均）

一七五

開量判事霊喰酔
注射前 Is9ool I o I 
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主あ
手運 120 16600 6.5 14.5 21.0 1.3 
過 240 11900 3.0 5.!j 8.5 0.7 
時

数分
360 11800 1.5 2.0 

480 11100 2.0 4.0 6.0 0.5 

t患 和 17側／ 26 s I ss.o I 84.5 1 I. I 
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~：ii% 石炭酸力日生理的食機水 0.5c.c. 加議
事葡筒状.f~~i液l.Oe.c. 注射後＝於ケル喰
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注射前 J10001 。
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炭酸加生叩的食翻水＝tn色葡菊状球関液ヲ
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生上澄液 I0.2: :io.乃｜日，－，；Su.of 1.-t 
煮上澄液 IO.~；） 46日51s2.5112s.01 2.1 

12・5% 石炭田蜘I0.2G 26.51 [i8.01 84.51 1.1 
I0.85%食盤水｜’－・ Ii I I I 
｜生上澄液 I 0.5 IJ 叫川！ 日G~，j l.l 
｜煮上澄液 Io.5 11 4t.sl 93.仰35.ol 2.2 
I0.5%石炭酸加｜ 凸民 IIm ぇ｜ヶゥ山rn;;I , . 
85%会随＊I…lυ ’I.’γ…I ... 
I 生上澄液l IV生上積液l
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I食臨水P VI食強＊’
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第＋六表
虎前しワクチ：，..＇，煮上澄液0.5c.c.加黄色葡
萄状球孫I液l .Oc.e.詰射後＝於ケル日食 ~if'宇
井1（平均）
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荷
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一
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ト
疫
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液
免

姥
繭
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O
球
セ
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状
併

生上澄液

煮上澄液

食 膳＊

寅
験
第

一〆「
版
腔｜生上澄液

塁｜煮上澄液
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A
、
虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
生
・
柔
・
雨
上
被
液
ガ
喰
菌
作
用
＝
及
ポ
ス
影
響
ヲ
以
ア
此
等
ヲ
比
較
ス
レ
バ
雨
兎
疫
元
材
料
ヲ
腹
腔
内
エ
注
射

、
、
‘
．
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ジ
タ
u
y

試
獣
－
二
於
－
プ
モ
・
亦
タ
静
脈
内
注
射
ヲ
ナ
セ
Y

試
獣
－
一
炉
、
－
ア
モ
実
上
被
液
ヲ
注
射
セ
ル
モ
ノ
、
方
生
上
澄
液
ヲ
注
射
セ
w
y

モ
ノ
、
方
ヨ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

時
ノ
主
（
ノ
喰
菌
作
用
強
大
ナ

y
キ。

B
、
免
疫
元
量
ガ
一
定
量
ヲ
超
過
ス
レ
バ
喰
蘭
作
用
A

却
ツ
ア
減
弱
セ
一
フ
U
Y

毛
、
静
脈
内
注
射
ヲ
ナ
ジ

タ
Y

場
合
（
貫
験
第
二
）
－
一
A

柔
土
法

、
、
、
、
、
、

液
ヲ
注
射
セ
Y

モ
ノ
ニ
於
ア
使
用
量
0
・
五
括
－
一
－
プ

A
葉
ノ
喰
菌
作
用

A
0
・
二
五
詫
ノ
時
ヨ
H
J

毛
大
ト
ナ
リ
ノ
ジ
ュ
拘
－
ブ
ズ
、
生
上
澄
液
ヲ
注
射

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

セ

Y

モ
ノ
ニ
ア
A

用
量
ヲ

0
・
二
五
括
ヨ

9
0
・
五
括
ト
ナ
シ
b

y

y

ェ
却
ッ
ア
著
シ
ク
宜
（
ノ
喰
菌
作
用
減
弱
シ
ア
五
五
・
五
ヲ
示
シ
、
割
照
試
獣

、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、

ノ
一
一

0
・
五
二
於
ケ
Y

ヨ
η
ノ
モ
街
弱
グ
ナ

y
タ
リ
（
第
二
十
三
表
塞
照
）
。

c
、
虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
生
・
煮
・
雨
上
清
液
注
射
－
一
ヨ
リ
生
産
セ

Y
試
験
血
清
ノ
虎
列
位
菌
ニ
封
ス

Y
平
均
凝
集
債
A

此
等
ヲ
腹
腔
内
二
注

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
‘
．
‘
．

射
セ
ル
モ
ノ
ニ
於
ア
モ
亦
タ
静
脈
内
注
射
－
一
一
於
－
プ
モ
実
上
澄
液
ヲ
注
射
セ

Y

モ
ノ
、
方
生
上
澄
液
ヲ
注
射
セ
Y

毛
ノ
、
方
ヨ
η
ノ
モ
顕
著
－
一
大

、
、
、

ナ
リ
キ
。

D
、
虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
生
・
煮
・
雨
上
澄
液
ノ
種
々
ノ
用
量
ト
共
－
二

定
量
ノ
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
液
ヲ
注
射
シ
タ
Y
試
獣
血
清
ノ
生
産
セ
Y

該
営
球
菌
ニ
封
ス

Y
卒
均
凝
集
債
A

此
等
ノ
生
・
煮
・
雨
上
積
液
ヲ
腹
腔
内
注
射
セ
w
y

モ
ノ
ユ
於
－
プ
モ
亦
タ
静
脈
内
注
射
セ

Y

モ
ノ
ニ
於
－
プ
モ

実
上
澄
液
ヲ
注
射
セ
Y

モ
ノ
、
方
生
上
被
液
ヲ
注
射
セ
ル
モ

ノ
、
方
ヨ
y
毛
著
明
－
一
大
ナ

y
キ
。
而
シ
－
ア
注
射
量
増
加
－
一
件
フ
関
係
A

寅
験
第

一
ニ
ア
9
4
7
A
全
然
喰
菌
作
用
ニ
於
ケ
Y

ト
一
致
ジ
タ
リ
（
第
二
十
三
表
ニ
於
ア
喰
菌
子
大
小
ノ
順
位
ト
抗
葡
萄
蹴
球
菌
凝
集
素
産
生
大
小
ノ

順
位
ト
A

会
ク
一
致
セ
リ
）
。

E
、
生
・
蓑
・
雨
上
澄
液
ノ
種
々
ノ
用
量
二
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
液
ノ

一
定
量
ヲ
追
究
的
叉
A

岡
崎
－
一
注
射
セ
Y

試
獣
ノ
血
液
単
位
容
積
内
白

血
球
総
数
ノ
動
揺
月
見
疫
元
材
料
ヲ
腹
院
内
－
一
注
射
シ
タ
Y

モ
ノ
エ
於
－
ア
モ
亦
タ
静
脈
’内
二
注
射
し
v
hp
y

モ
ノ
ニ
於
ア
モ
生
上
殻
液
ヲ
注
射

h
f
h
f

川
中
ハ
心
和
、
－
h
f

白
骨
引
一
昨
キ
白
血
ゆ
斡
砂
少
わ
ノ
営
む
れ
れ
f

h

’
。
腹
腔
内
注
射
ヲ
ナ
セ

Y

モ
ノ
－
一
於
－
Y
A
実
上
被
液
ト
野
照
ト
ノ
問

－一
著
明
ナ

y
差
異
ナ
カ
リ
ジ
モ
、
静
脈
内
注
射
ヲ
ナ
セ

Y
毛
ノ
ニ
於
ア
A

＃
炎
上
段
液
ノ
方
白
血
球
数
過
少
ヲ
惹
起
ス
w
y

程
度
大
ナ
9
キ。

第
五
巻

v’‘ 
原

著、4

藤

綱

一
八
三

（
第
庶
務

ニ一〉



第
五
巻

善
、」

藤

綱

F、
原

一
八
四

（
第
成
時
抗

ニニ〉

中
性
多
型
核
細
胞
%
戴
ノ
動
揺
ニ
開
シ
ア
A

腹
腔
内
注
射
ノ
場
合
A

何
レ
モ
著
明
ナ
Y
差
異
ヲ
示
サ

v
p
ジ
モ
、
静
脈
内
注
射
ノ
場
合
A

業

上
湾
液
二
一
於
－
ア
中
性
多
型
核
細
胞
係
数
増
加
ヲ
惹
起
ス

Y
能
力
最
モ
大
ユ
ジ
夕
、
生
上
澄
液
A

毎
常
0
・
二
五
括
－
一
ア
毛

0
・
玉
托
－
一
ア
モ
山
首
照

ヨ
P
モ
劣
η
ノ
タ
リ
（
第
二
十
四
表
盛
昭
一
）
。

F
、
喰
前
作
用
（
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ヲ
指
標
ト
ス
）
ノ
大
小
ト
特
殊
凝
集
素
産
生
ノ
大
小
ト
ハ
貫
験
第
一
抗
葡
荷
駅
球
菌
凝
集
素
ノ
場
合
－
一

於
テ
全
然
一
致
セ
Y

コ
ト
A

前
記
ノ
如
シ
。
此
際
抗
虎
菌
凝
集
素
産
生
ノ
閥
係
A

此
ノ
喰
蘭
作
用
大
小
ノ
順
位
ト
A

多
少
趣
ヲ
異
ユ
シ
ア
抗
原

0
・
五
括
ヨ
リ
毛
一
・

O
括
ノ
用
量
ノ
方
ガ
大
ナ
Y
凝
集
債
ヲ
輿
ヘ
タ
？
。
此
際
費
抗
原
ノ
方
ガ
生
抗
原
f

方
ヨ

9
モ
葡
萄
朕
球
菌
ノ
喰
櫨
作
用

ヲ
刺
戟
ス

Y
能
力
大
－
一
ジ
テ
従
－
ア
亦
タ
凝
集
素
産
生
モ
大
ナ
リ
シ
コ
ト
ガ
立
諸
セ
ラ
レ
タ
リ
。

以
上
ノ
閥
係
A

買
験
第
二
－
一
在
リ
グ
モ
亦
タ
明
白
ニ
立
霞
セ
ラ
レ
タ
リ
ノ
。
印
チ
一
般
的
－
一
之
ヲ
遁
プ
レ
バ
黄
色
葡
萄
航
球
菌
ノ
喰
儲
作
用
ヲ

刺
戟
ス

Y
能
力
ノ
大
ナ
Y
虎
商
業
抗
原
ノ
方
ガ
其
ノ
能
力
ノ
小
ナ
Y

虎
菌
生
抗
原
ヨ

y
モ
優
レ
ア
大
ナ
Y

抗
虎
菌
凝
集
素
ヲ
産
生
セ
シ
メ
得

タ
Y
ナ
リ
。
夏
－
一
約
一
一
言
ス
レ
バ
『
喰
雨
作
用
促
進
能
力
ノ
大
小
ト
免
疫
物
質
産
生
能
力
ノ
大
小
ト
A

一
致
蓮
行
ス

Y

コ
ト
」
立
読
セ

ラ
レ
タ
リ
。

G
、
菌
液
ト
生
上
澄
液
及
ピ
実
上
減
液
ト
ヲ
合
併
シ
47

（
却
チ
或
A

三
十
分
ヲ
経
過
し
V

二
プ
別
々
ニ
、
或
A

混
和
液
ヲ
一
時
－
一
）
注
射
セ

Y
結

果
血
中
白
血
球
像
ノ
移
動
－
一
A

相
営
ノ
差
異
ア
リ
ア
生
上
法
被
合
併
ノ
方
ガ
白
血
球
過
少
ノ
程
度
大
ナ
リ
キ
（
第
二
十
四
表
、
第
五
聞
及
ピ
第

十
三
岡
牽
照
）
。

然
レ
ド
モ
中
佐
多
型
核
細
胞
Mm数
増
減
ノ
動
揺
A

寅
験
第
一
ノ
場
合
－
一
一
於
ア
A

生
・
煮
・
雨
上
清
液
ト
モ
殆
ド
同
様
ナ
リ
キ
（
第
二
十
四
表
及

ピ
第
六
岡
）
。
貫
駿
第
二
ζ

於－ア
A

此
ノ
黙
毛
・
亦
タ
明
白
ユ
差
ア

yeプ
実
上
清
液
ニ
ア
A

生
上
段
液
ヨ
リ
ノ
モ
大
ナ
Y
成
績
ヲ
示
シ
タ
リ
ノ
（
第
二
十

四
表
第
十
三
岡
）
。
之
ヲ
要
ス

Y

ニ
抗
原
（
菌
液
及
ピ
上
滋
被
ノ
合
併
）
注
射
一
一
ヨ

Y
毒
カ
ノ
標
徴
ト
シ
ア
ノ
白
血
球
数
動
揺
ニ
ア
A

正
確
ナ
Y

ヨ
ト
A

明
言
シ
難
キ
モ
、
生
上
清
液
注
射
動
物
ノ
方
ガ
蓑
上
澄
液
注
射
動
物
ヨ
リ
モ
一
般
二
一一
母
作
用
ヲ
家
ム
W
F

コ
ト
大
ナ
リ
ジ
ユ
似
タ
リ
。

第
六
章

賓
験
結
果
考
察
及
ビ
討
究

（
一
）
質
験
結
果
A
、

D
及
ピ
F
－
一
記
セ

Y
ガ
如
ク
喰
菌
作
用
ノ
強
弱
ト
抗
鱒
（
凝
集
素
）
産
生
ノ
大
小
ト
A

相
一
致
ス
w
F

コ
ト
立
謹
セ
ラ
レ



タ

p
c
卸
チ
見
疫
獲
得
機
轄
ノ
第
一
歩
A

貫
昌
見
疫
元
材
料
ガ
喰
細
胞
元
形
質
中
へ
掻
取
セ
ラ
Y

、
－
一
在
Y

モ
ノ
タ
Y

コ
ト
ガ
読
明
セ
ク
レ

タ
U
F

衣
第
ナ
リ
。
是
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
鳥
潟
数
授
ノ
激
室
－
一
一
於
ケ
Y
年
来
ノ
主
張
ガ
直
接
－
一
立
読
セ
ク
レ
タ
w
F

ノ
観
ア
リ
ノ
是
郎
チ
伊
藤
肇
氏
ノ
所
設

ト
毛
一
致
シ
マ
タ
生
・
柔
・
南
兎
疫
元
ノ
生
物
皐
的
差
別
ヲ
研
究
セ

Y
藤
森
・
猪
ノ
口
・
山
本
・
今
牧
諸
氏
及
ピ
余
等
ノ
所
見
ト
毛
合
致
ス

Y
所
ナ

ヲ。
余
等
ガ
直
接
ニ
立
謹
シ
得
タ
M
Y

モ
ノ
ニ
車
－
一
葡
萄
朕
球
菌
ノ
喰
蟻
作
用
ノ
大
小
ノ
ミ
ユ
ジ
ア
、
此
際
同
時
ニ
虎
菌
生
・
業
・
上
撹
液
ノ
喰
蟻
程

度
ガ
何
程
ナ

y
シ
カ
A

立
鐙
不
可
能
ナ
リ
ノ
キ
。
何
ト
ナ
レ
バ
此
等
ノ
兎
疫
元
A

組
織
液
一
一
一
溶
解
セ
Y
無
色
ノ
被
鱒
ナ
咋
ノ
ジ
ガ
故
ナ
リ
。

ム
ー
ャ
余
等
ノ
所
見
－
一
－
7

A

第
二
十
三
表
－
一
示
サ
レ
タ
w
F

ガ
如
ク
質
験
第
一
三
於
－
ア
A

硝
特
蹴
球
菌
喰
燐
作
用
大
小
ノ
順
位
ト
抗
葡
萄
蹴
球

菌
凝
集
素
産
生
大
小
ノ
順
位
ト
A

期
セ
ズ
シ
ア
非
常
－
一
佳
ク
一
致
セ

y
。
是
レ
決
シ
ア
偶
然
ノ
所
見
－
一
非
ズ
シ
－
ア
必
然
ノ
結
果
タ
Y

ペ
キ
毛
ノ

ナ
リ
ノ
。
郎
チ
兎
疫
元
材
料
ガ
喰
燈
セ
ラ
山
戸
、
コ
ト
大
ナ
レ
バ
大
ナ
U
F

程
之
一
一
封
ス
グ
抗
鰹
（
凝
集
素
）
産
生
毛
亦
タ
大
－
一
シ
－
プ
巣
立
免
疫
獲
得

程
度
毛
亦
タ
大
ナ
U
Y

モ
ノ
タ
U
F

コ
ト
ガ
立
謹
セ
ラ
レ
タ
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

此
際
同
時
－
一
虎
商
生
・
煮
・
上
澄
液
ガ
如
何
様
－
一
喰
燈
セ
ヲ
V

タ
Y
カ
ニ
就
－
プ
A

直
接
－
一
之
ヲ
立
讃
ス
M
F

二
由
無
カ

y
シ
ト
雄
大
鵠
葡
碕
蹴

球
菌
ノ
喰
蟻
程
度
ト
一
致
ス
M
F

モ
ノ
ト
考
ヘ
ア
大
過
無
カ
Y

ペ
シ
。

然
レ
ド
毛
抗
虎
菌
凝
集
素
産
生
大
小
ノ
順
位
A

一・

O
耗
ノ
用
量
ノ
方
ガ
三
、
一
ト
ナ
ソ
ア

0
・
五
括
ノ
用
量
ヲ
以
ア
セ

Y
順
位
目
。
ニ
ヨ

叶
ノ
モ
優
秀
ナ

y
キ
。
以
上
ノ
所
見
・
一
基
キ
ア
考
察
ヲ
下
ス
時
A

下
ノ
各
項
ヲ
符
可
シ
。

第
一
。
虎
蘭
「
ヲ
ク
チ
ン
」
上
澄
液
存
在
ノ
下
－
一
ア
A

葡
萄
蹴
球
蕗
ノ
喰
盤
作
用
A

非
常
－
一
旺
盛
ト
ナ
レ

y
。而
シ
テ
生
上
被
液
ヨ
リ
ノ
モ
柔
上

澄
液
－
ニ
F、－
7

此
ノ
促
進
作
用
強
大
ナ
リ
。
而
ジ
－
プ
葡
萄
朕
球
菌
喰
蛾
作
用
（
喰
菌
子
数
〕
ノ
大
ナ
リ
シ
場
合
ト
抗
葡
萄
朕
球
菌
磁
集
素
産
生
ノ

大
ナ
リ
シ
場
合
ト
A

全
然
一
致
シ
タ

p
。
郎
チ
喰
菌
作
用
ト
見
疫
獲
得
程
度
ト
ノ
間
二
A

密
接
ノ
閥
係
ア

Y

毛
ノ
ニ
ジ
ア
一
A

以
－
プ
他
ノ
指

標
ト
鶏
シ
得
可
キ
ヲ
知
U
F
O

第
二

葡
萄
蹴
球
菌
ノ
喰
嘘
作
用
ヲ
促
進
ス

Y
能
力
ノ
大
ナ
リ
シ
溶
解
性
細
菌
性
抗
原
卸
チ
虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
実
上
徳
川
液
ハ
此
ノ
能
力
ガ

第
五
巻

F「

原

箸
』J

藤

綱

一
八
五

（
第
威
抽
蜘

二一－
一〉



第
五
容

藤

綱

一
八
六

（
第
式
競

ニ
凶
）

【
原
著
】。

「
ヨ
リ
小
」
ナ
リ
ノ
ジ
向
上
生
上
清
液
ヨ

y
モ
編
著
－
一
大
ナ
Y
抗
虎
菌
凝
集
素
ヲ
産
生
セ
シ
メ
タ

y
。
換
言
ス
レ
バ
「
喰
矯
作
用
促
進
能
力
」
ト
「
免

疫
一
冗
性
能
働
力
L
ト
A

同
格
（
三
官
三
月
一
戸
）
－
一
ジ
ア
従
ア
一
A

以
ア
他
ノ
指
標
ト
潟
ス
ニ
足
Y

7
認
ム
可
シ
。

第
三
。
葡
萄
蹴
球
菌
ガ
喰
燐
セ
ラ
レ
居
M
F

ノ
所
見
A

同
時
－
一
存
在
ス

Y
肉
眼
視
M
F

ペ
カ
ラ
ザ
Y
溶
解
性
免
疫
光
（
生
・
業
・上
湾
液
）

ガ
喰
燈

セ一フ

ν
居
Y

コ
ト
ノ
状
況
ヲ
全
然
忠
賓
－
一
指
示
セ
ザ
Y
場
合
モ
ア
U
F

モ
ノ
エ
シ
ア
、
余
等
ノ
所
見
－
一
－
7
A
0
・
五
括
ノ
用
量
ヨ
リ
ノ
モ

7
0
姥
ノ

用
量
ノ
方
ガ
生
・
裳
・
雨
上
減
液
共
ニ
何
レ
モ
多
ク
喰
燐
セ
ラ
レ
タ
M
Y

モ
ノ
ト
推
考
セ
ラ
U
F

。
郎
チ
「
凝
集
素
産
生
大
小
」
ノ
順
位
－
一
鑑
ミ
ア
逆
－
一

此
ノ
不
可
視
性
物
質
ノ
「
喰
蟻
程
度
ノ
大
小
」
ヲ
推
定
ス
Y
誇
ナ
リ
。
従
e

プ
「
溶
解
性
見
疫
元
ノ
多
量
」
A

有
形
性
免
疫
一
冗
（
細
雨
鵠
）
ノ
喰
嬬
作

用
ヲ
促
進
ス

Y
能
力
却
－
プ
減
少
ス

Y

コ
ト
ア
レ
ド
モ
、
ソ
レ
自
身
喰
燐
セ
ラ
M
F

、
ノ
程
度
A

必
ズ
シ
モ

y
レ
ト

一
致
シ
ア
減
弱
セ
ズ
、
却
ア
用

量
ノ
増
大
－
一
一
連
行
ジ
ア
喰
燐
セ
ラ
M
Y

、
分
量
モ
亦
タ
遁
加
ス

Y

毛
ノ
ナ
リ
、
侭
シ

一
定
量
ノ
極
限
以
上
ニ
及
ペ
バ
却
－
プ
再
ピ
減
弱
ス
ペ
キ
コ

ト
A

生
物
皐
上
ノ
一
般
原
則
ナ
リ
（
烏
潟
数
授
第

一
型
抗
原
抗
韓
結
合
律
及
ピ
勝
呂
氏
・
石
本
氏
接
表
抗
原
量
ト
喰
儲
作
用
ト
ノ
関
係
ヲ
昼
照

セ
ヨ
）
。
（
二
）
賞
験
結
果
じ
ノ
示
セ
Y
事
賞
A

既
－
一
高
松
・
藤
森
・
都
築
・
山
本
ノ
諸
研
究
者
及
ピ
余
等
－
一
ヨ
リ
ノ
再
三
立
読
セ
ラ

ν
居
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0
 

生
・
費
・
南
総
液
（
N
F
及
ピ
Y
K
）
－
一
セ
ヨ
叉
生
・
業
・
雨
上
澄
液
（
N
Z
及
ピ
Z
K
）
－
一
セ
ヨ
余
等
ノ
質
験
方
法
山
生
抗
原
被
謝
煮
抗
原
被
相
互

間
ノ
毒
カ
ノ
相
違
A

非
常
－
一
軽
減
セ
ラ
レ
h
p
y

毛
ノ
ニ
ジ
ア
殆
ド
同
一
毒
力
ノ
立
場
－
一
－
7
比
較
セ
ラ
レ
タ
Y

モ
ノ
ト
推
定
ス
可
ク
、
斯
Y
場
合

、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、

－A
常
二
生
抗
原
ヨ
リ
モ
煮
抗
原
ノ
方
抗
館
ヲ
康
生
ス
w
y

コ
ト
強
大
ナ

y
。
是
v
可
検
抗
原
液
相
互
－
一
於
ケ
M
F

毒
カ
ノ
相
違
一
一
起
悶
ス
M
F

毛
ノ

ニ
非
ズ
ジ
－
7
生
・
業
v
雨
抗
原
ノ
有
ス
w
F

兎
疫
元
性
能
働
力
ノ
相
違
ユ
起
因
ス

Y

モ
ノ
ト
考
ヘ
ザ
Y
可
カ
ラ
ザ
Y
ナ
リ
＼

卸
チ
之
レ
煮
沸
免
疫
元
－
一
－
7

A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
し
ガ
破
却
サ
レ
b
y
u
y

活
一
一
シ
ア
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
破
却
－
一

ヨ
リ
煮
沸
免
疫
元
A

賓
験
結
果
A
、

C
及
ピ

υ
ノ
示
ス
ガ
如
ク
一
方
夫
レ
自
身
喰
燐
消
化
サ
レ
易
ク
卸
チ
兎
疫
元
性
能
働
力
大
ト
ナ
Y

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
他
方
－
一
一
於
ア
組
織
細
胞
ヲ
刺

戟
シ
ア
其
ノ
喰
燐
作
用
ヲ
旺
盛
ナ
ラ
シ
ム

Y
特
殊
ノ
能
力
ア
w
F

毛
ノ
ト
認
メ
ザ
Y
可
カ
ラ
ズ
。
是
レ
郎
チ
煮
沸
免
疫
元
A

刺
戟
療
法
ノ
方
針
－
一

毛
亦
タ
合
致
ス

Y
成
期
タ
Y
ノ
意
義
ヲ
有
ス
w
F
2

ト
ガ
立
謹
セ
ラ
レ
h
p
y

モ
ノ
ナ
リ
。
溶
解
性
蘭
物
質
存
在
ノ
下
－
一
一
於
ア
細
蘭
睦
ノ
喰
燈
現
象



ガ
始
メ
ア
促
進
セ
ラ

y
、
ノ
事
賞
－
一
一
鑑
ミ
山
戸
時
三
モ
シ
毛
細
菌
睡
ノ
食
臆
水
浮
瀞
液
郎
チ
各
種
ノ
「
ヲ
ク
チ
ン
」
類
ノ
基
液
中
ヨ

y
其
ノ
中
－
－

合
有
セ
－
フ
レ
居
Y
溶
解
性
菌
物
質
ヲ
除
去
ス
M
Y

時
A

細
菌
鰹
ノ
喰
燈
作
用
A

非
常
－
一
成
弱
セ
＝
J
Y
Y
ノ
理
ナ
リ
。是

v
銃
二
伊
藤
（肇）
氏
－
一
ヨ

2
プ
最
初
－
一
立
謹
セ
ラ
レ
究
デ
猪
ノ
口
氏
及
ピ
余
等
－
一
ヨ
リ
ニ
プ
モ
亦
タ
確
謹
セ
ラ
V

タ
Y
事
項
ナ

y
。
故
一
一
所
謂
「
ワ
ク
チ
ン
」
ト
耕
ス

Y
菌

浮
潜
液
ガ
見
疫
元
ト
ジ
ア
ノ
効
果
ヲ
奏
ス

Y

A
賓
－
一
葉
中
二
合
有
セ
ラ
Y

、
「
菌
臆
」
ト
「
溶
解
性
菌
物
質
」
ト
ノ
共
同
作
用
－
一
シ
ア
、
此
中
ニ
ア

モ
「
溶
解
性
菌
物
質
」
ノ
方
ガ
重
要
ナ
Y
役
目
ヲ
演
ズ
w
y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト

ヲ
知
Y
可
シ
。
是
レ
寅
－
一
「
ワ
ク
チ
ン
L

論
者
ノ
三
省
ス

ペ
キ

ノ
結
ナ

リ
ト
ス
。
純
菌
健
y
v
自
身
ノ
ミ
ノ
浮
瀞
液
－
一
－
7
A
何
等
有
力
ナ
w
y

免
疫
的
効
果
暴
一
フ
ズ
、
且
ッ
亦
タ
充
分
ナ
Y
喰
燐
作
用
起
－フ
ズ
、
従
ア
亦

タ
ソ
A

「
毒
力
大
」
ナ
w
y

モ
ノ
ナ
リ
。
是
レ
淘
ニ
見
疫
ア
論
ゼ
シ
ト
欲
ス
u
y
者
ノ
大
－
一
考
慮
ス
可
キ
重
要
事
項
ナ
リ
。

究
ニ
方
面
ヲ
代
へ
－
ア
生
抗
原
ノ
上
－
一
就
キ
観
察
ス
Y

－
一
、
質
験
結
果
A
、

B
、

c、
及
ピ
D

ニ
示
サ
レ
タ
Y

ガ
如
ク
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ア
合
有

ス
M
F

生
免
疫
元
A

一
方
夫
レ
自
身
免
疫
元
性
能
働
力
小
ナ
戸
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
他
方
却
－
ア
用
量
ノ
如
何
ニ
ヨ

y
－プ
A

組
織
細
胞
ノ
喰
嘘
作
用
ヲ
正

常
以
下
ユ
マ
デ
阻
止
ス

Y

毛
ノ
ト
考
ヘ
ザ
Y

ペ
カ
ラ
ズ
。

以
上
ノ
所
見
－
一
ヨ
ソ
テ
生
抗
原
ガ
組
織
細
胞
喰
燐
作
用
ヲ
阻
止
（
促
進
）
ス

Y
所
以
A

毒
力
ノ
大
（
小
）
ナ
Y
所
以
ト
共
－
一
免
疫
一克
性
能
働
力

ノ
小
（
大
）
ナ
Y
所
以
一
一
ジ
ア
、
郎
チ
マ

タ
兎
疫
成
立
ノ
貫
際
結
果
ノ
小
（
大
）
ナ
Y
所
以
ト
モ
一
致
ス

Y

毛
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
知
Y

ペ
シ
。

会
コ
虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
生
上
被
液
ノ

0
・
五
耗
乃
至

A
0・
一
括
ト
同
一
材
料
費
上
稜
液
ノ
同
一
使
用
量
ト
グ
ケ
ヲ
ソ
レ
ゾ

v
動
物
ニ
注
射

シ
ア
兎
疫
獲
得
程
度
ヲ
比
較
ス

Y
ナ
ラ
バ
、
生
上
滋
液
ヲ
以
ア
ノ
効
果
ノ
方
ガ
蓑
上
液
液
ヲ
以
ア
ノ
効
果
ヨ

y
モ
大
ナ
Y

モ
ノ

タ
Y

コ
ト
A

明

白
ニ
ジ
ア
何
人
ニ
モ
異
論
無
キ
所
ナ

y
。
然
－
フ
バ
此
際
直
チ
ユ
生
上
液
液
ノ
免
疫
元
性
能
働
力
ノ
方
ガ
実
上
積
液
ノ
ツ
レ
ヨ
リ
ノ
モ
大
ナ
リ
ノ
ト

ノ
結
論
ヲ
下
ジ
ア
可
ナ
Y
可
キ
カ
、
決
シ
ア
然
－
フ
ザ
w
y

ナ
7
0
何
ト
ナ
レ
バ
兎
疫
効
果
（
例
ヘ
バ
凝
集
素
ノ
産
生
）
ナ
Y

モ
ノ
A

少
グ
ト
モ
ニ

ヅ
ノ
事
項
ヨ
η
ノ
支
配
セ
ラ

y
、
モ
ノ
ナ
レ
バ
ナ
リ
（
鳥
潟
敬
授
）
。

郎
チ
（
一
）
兎
疫
一
克
材
料
ガ
動
物
－
一
興
ブ
U
Y

毒
カ
ノ
大
小
如
何
及
ピ
（
二
）
見
疫
元
材
料
ノ
見
疫
元
性
能
働
力
ノ
大
小
如
何
ニ
閥
ス

Y

モ
ノ
ナ

ヲ。

第
五
巻

F『
原

著
L」

藤

綱

一
八
七

（
第
式
就

二
五
）



第
五
巻

F「

原

著..... 

藤

綱

（
第
成
就

一一六
）

y
レ
故
ニ
免
疫
効
果
大
ナ

yuv
ノ
故
ヲ
以
－
プ
ソ
レ
ヲ
直
チ
ニ
見
疫
元
性
材
料
ノ
見
疫
元
性
能
働
力
ノ
大
ナ
Y

コ
ト
ユ
ノ
ミ

蹄
納

ス
ペ

カ
ク

ザ
U
Y

ナ
リ
。
日
疋
ガ
潟
－
一
ハ
毒
カ
ガ
相
互
－
一
全
然
或
A

殆
ン
ド
同
一
ナ
M
F

コ
ト
ヲ
前
提
セ
ザ
グ
’
ペ
カ
ラ
ザ
M
Y

ナ
リ
ノ
。
嗣
者
免
疫
元
ノ
閑
－
一
毒
カ
ュ

。コ
0

3

3

於
－プ
非
常
ノ
相
異
ア

Y
時
A

其
ノ
本
来
ノ
有
ス

Y
免
疫
元
性
能
働
力
ノ
相
違
A

免
疫
効
果
ノ
上
－
一

嬬
現
セ
ク
レ
難
キ
モ

ノ
ナ
リ
。

此
ノ
毒
ガ
ヲ
異
ポ
一
致
セ
ジ
ム

Y
方
法
ト
ジ
ア
従
来
ノ
研
究
者
（
高
松
・
都
築
・
藤
森
・
山
本
、
ノ
諸
氏
及
ピ
余
等
〉
A

主
ト
ジ
ア
同
名
菌
ノ
生
・

業
・
雨
見
疫
元
－
一
同
名
菌
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
混
和
シ
タ
9
0
或
A

異
名
ノ
抗
原
ヲ
合
併
ジ
タ

グ
場
合

－
一
ア
モ
生
・蓑
・
雨
抗
原
ソ
レ
自
身

－
一
向
ツ

ア
ノ
抗
鴨
産
生
程
度
如
何
ヲ
追
求
セ
ザ
リ
キ
。
例
ヘ
バ
高
松
氏
A

白
色
葡
萄
朕
球
菌
生
・
煮
・
雨
抗
原
ト
一
定
量
ノ
大
腸
菌
浮
瀞
液
ト
ヲ
合
併
シ

抗
大
腸
蘭
凝
集
素
ノ
産
生
程
度
－
一
差
異
ア
U
Y

コ
ト
ヲ
示
ジ
タ
レ
ド
モ
、
抗
白
色
葡
萄
状
球
菌
抗
慨
ノ
産
生
ニ
モ
亦
タ
差
別
ア
Y

ヤ
否
ヤ
ア
追
及

セ
ザ
リ
キ
。

マ
タ
加
来
氏
A

脳
脊
髄
膜
炎
菌
生
・
業
・
雨
抗
原
液
－
二
定
量
ノ
腸
窒
扶
斯
菌
「
コ
ク

チ
グ
ン
」
ヲ
合
併
シ
抗
腸
窒
扶
斯
菌
説
集
素
ノ
産
生－一

於
ア
差
異
ア

Y

コ
ト
ヲ
立
謹
ジ
タ
レ
ド
毛
同
時
－
一
抗
脳
膜
炎
菌
抗
健
ノ
産
生
程
度
－
一
何
程
ノ
差
別
ア

Y

カ
否
カ

ニ
論
及
セ
ザ

y
キ。
。
。

今
ヤ
余
等
ノ
上
記
質
駿
ノ
結
果
ニ
ア
A

虎
菌
生
・
実
・
雨
L
よ
液
液
ト
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
液
ト
ア
合
併
ス
w
y

コ
ト
ニ
ヨ
リ
ニ
ア
第
一
ソ
レ
ガ
動
物

鰻
ニ
及
ポ
ス
毒
力
ノ
相
違
A

虎
菌
生
・
業
・
雨
上
澄
液
軍
濁
ノ
場
合
ヨ
リ
モ
非
常
二
削
減
セ
ラ
レ

タ
Y

コ
ト
ア
示
シ
得
（
第
二
十
四
表
委
照
）
、

0

0

0

0
 

同
時
ニ
第
二
業
上
崎
町
液
存
在
ノ
下
－
一
ア
A

抗
葡
萄
賊
球
菌
抗
鰻
ノ
産
生
大
ナ
Y

2

L
ヲ
立
謹
シ
、
夏
ニ
第
一ニ

0
・
二
五
、

0
・
五
乃
至

7

0託

ノ
如
何
ナ
Y
使
用
最

二一於
e

プ
モ
虎
菌
生
上
被
液
ヨ
リ
毛
実
上
清
液
ノ
方
ガ
取

y
除
ヶ
無
シ
ニ

大
ナ
w
y

抗
虎
菌
凝
集
素
ヲ
産
生
シ

タ
w
y

コ
ト
ア

0

0

0

0

0

0

 

確
謹
シ
、
第
四
二
此
等
第
二
、
第
＝
ア
所
見
A

黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ヲ
指
標
ト
ス

Y
喰
菌
作
用
ノ
大
小
ト
原
則
的

－一
連
行
ス

Y

毛
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ

謹
明
シ
得
タ
リ
（
第
二
十
三
表
ヲ
見
ヨ
）
。

。。

以
上
ノ
所
見
特
－
一
第
三
三
．
不
シ
タ

Y
事
質
A

従
来
ノ
研
究
者
ノ
未
グ
留
意
セ
ザ
ク
シ
所
－
一
シ
－
ア
下
ニ
記
ス
ガ
如
キ
一
般
的
考
察
－
一
騎
納
セ

シ
メ
得
可
キ
ガ
如

γ
。

甲
、
生
免
疫
一
克
ノ
同
量
ト
業
免
疫
元
ノ
同
量
ト
ノ
ミ
ヲ
動
物
－
一
就
ア
比
較
ス
山
戸
時
A

実
見
疫
一
冗
ノ
方
ガ
見
疫
的
効
果
小
ナ

p
。是
レ
業
免
疫



元
A

生
免
疫
一
克
－
一
比
ジ
一
一
般
毒
力
非
常
－
一
小
－
一
シ
ア
而
ジ
ア
兎
疫
獲
得
ノ
貫
際
結
果
A

兎
疫
一
冗
材
料
ノ
毒
カ
ト
免
疫
元
性
能
働
力
（
換

号
一
ロ
ス
レ
バ
見
疫
元
性
物
質
ノ
量
）
ト
ノ
ニ
ツ
ノ
要
約
ヨ
リ
支
配
セ
－
7
y
、
ガ
故
ナ
9
。

乙
、
今
ヤ
此
ノ
生
・
柔
・
南
免
疫
元
ノ
同
量
宛
（
従
ア
不
同
毒
力
）
－
一
何
－
一
手
ノ
モ
ア
レ
毒
力
ノ
大
ナ
Y
某
免
疫
元
ノ
一
定
量
ヲ
合
併
ス

Y
時
A

（
郎
チ
本
報
告
ノ
場
合
－
一
－
7

A

一・

O
托
ノ
黄
色
葡
萄
蹴
球
蘭
液
）
生
・
業
・
雨
免
疫
元
ノ
示
ス
毒
力
ノ
相
違
A

之
ガ
筋
二
陪
蔽
セ
ラ
レ
ア

頴
現
セ
ラ
レ
ズ
、
滋
－
一於
－
プ
カ
始
メ
ア
生
・
柔
・
雨
免
疫
元
ノ
見
疫
元
性
能
働
力
ノ
相
違
ガ
見
疫
ノ
質
際
結
果
ノ
上
－
一
頴
現
セ
ラ
レ
得
y

－一至
Y
、
郎
チ
蓑
抗
原
液
ノ
方
ガ
兎
疫
元
性
能
働
力
大
ナ
Y

モ
ノ
タ
Y

コ
ト
ガ
立
読
セ
ラ
Y
。

丙
、
免
疫
獲
得
ノ
賓
際
結
果
ノ
上
ニ
影
響
ス

Y
所
ノ
『
見
疫
元
性
材
料
ノ
有
ス

Y
毒
力
』
ナ
Y

モ
ノ
A

其
ノ
毒
物
事
的
（
生
理
準
的
）
固
有
性

ト
A

無
関
係
－
一
シ
ア
車
二
u
致
死
」
的
－
一
作
用
ス

Y
意
味
－
一
於
－プ
ノ
『
毒
力
』
ナ
Y
ガ
如
ジ
。
何
ト
ナ
レ
バ
虎
菌
生
・
煮
・雨
上
清
液
ノ
有

ス
w
y

毒
カ
ノ
相
違
A

葉
ノ
有
ス

Y
固
有
ノ
生
理
作
用
的
毒
力
ノ
如
何
－
一
閲
セ

ズ
シ

ア
軍
－
一
「
任
意
ノ
他
ノ
絢
商
毒
」
郎
チ
黄
色
葡
萄
蹴

球
菌
液
ノ
一
・

O
括
宛
ヲ
合
併
ス
Y

3

ト
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
見
疫
山
晶
子的
－
一
除
外
ス
Y

コ
ト

ヲ
得
タ
レ
バ
ナ
リ
。

以
上
ノ
考
察
A

余
等
由
一
向
ツ
ア
A

甚
グ
重
要
ナ
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
『
喰
菌
作
用
ト
免
疫
獲
得
ト
ガ
相
互
－
一

蓮
行
ス
Y

コ
ト
』
ノ
確
謹
ト
相
待
ツ

ア
貫
＝
本
報
告
ノ
最
頂
貼
ヲ
鴻
ス
モ
ノ
ナ

y
e

（
四
）
賀
験
結
果
A
、
。
及
ピ

υ
ニ
示
＋
ノ
レ
タ
Y
ガ
如
ク
生
・
業
・
雨
上
減
液
印
チ
生
究
雨
免
疫
一
克
ノ
喰
蘭
作
用
及
ピ
抗
鱒
産
生
－
一
一
割
ス

Y
開
係

A

此
等
ヲ
腹
腔
内
及
ピ
掛
肝
臓
内
二
膳
用
ス

Y

モ
同
一
一
結
果
ヲ
来
シ
タ
レ
バ
皮
下
又
A

筋
肉
内
二
庭
用
ス

Y

毛
、
用
量
的
闘
係
及
ピ
時
間
的
関
係

ヲ
顧
慮
ス
レ
バ
、
総
ア
同
一
一
結
果
－
一
到
達
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
uJ
ト
考
ヘ

ラ
w
y

。
印
チ
是
等
注
射
方
法
相
異
A

生
・柔
・
雨
免
疫
元
ノ
根
本
的
差
異
ノ

上
ニ
何
等
ノ
鑓
克
ヲ
モ
・
来
シ
得
ザ
Y

モ
ノ
ナ

Y

ヲ
知
ル
O

（
五
）
生
・
実
・
雨
上
澄
液
ユ
何
レ
モ
蘭
液
ノ

一
定
量
宛
ヲ
合
併
（
一二
十
分
後
ニ
各
別
ニ
或
A

混
和
液
ヲ
同
時
ニ
注
射
セ

シ
コ
ト
故
毒
力
ノ
相

蓮
ガ
非
常
－
一
瞬
減
セ
ラ
レ
得
タ
Y
筈
ナ
レ
ド
号
、
ソ
レ
－
一
－
ア
サ
へ
毛
一貫
験
結
果
総
抗
日

二
示
サ
レ
タ
グ
’ガ
如
ク
白
血
球
過
少
ヲ
来
ス
ノ
程
度
A

生
上
消
液
勤
物
ノ
方
ガ
大
ナ

y
キ
。
以
－
ア
生
・
煮
・
雨
上
減
液
ノ

毒
力
ノ
差
ガ
如
何
－
一
大
ナ
Y

モ
ノ
ナ
Y
カ
ヲ
知
Y
ペ
キ
ナ

y
（第
二
十
四
表
塞

第
五
傘

F『

原

著
』d

藤

綱

一
八
九

（崎
別
式
披

ニ
七
）



第
五
血
管

F「
原

著..... 

藤

綱

一
九
O

〈
第
戒
措
踊

二
八
〉

照
）
。
然
レ
ド
モ
白
血
球
六
回
徳
和
ノ
比
較
－
一
ア
A

生
・
業
・
雨
上
崎
町
液
動
物
ノ
間
二
非
常
ナ
U
F

差
異
ヲ
見
出
サ
ズ
、
且
ッ
中
性
多
型
核
細
胞

μ

数
ノ
推
移
－
一
至

y
－プ
A

質
験
第
一
ノ
場
合
及
ピ
賓
駿
第
二
ノ
場
合
0
・
二
五
括
ノ
用
量
－
一
－
7

A

相
互
－
一
大
差
ヲ
示
サ

v
p
キ
（
第
二
十
四
表
肉

太
鼓
字
塞
照
）
。
此
ノ
所
見
＝
ヨ
リ
ア
余
等
ガ
生
・
煮
・
雨
上
清
液
ユ
蘭
液
ヲ
合
併
ジ
ア
動
物
品
注
射
セ
Y

コ
ト
ユ
ヨ
リ
ノ
ア
「
元
来
ア
Y
所
ノ
生
・

柔
・
雨
上
按
液
ノ
毒
力
ノ
相
違
」
ガ
非
常
－
一
穂
減
セ
ラ
レ
タ
U
Y

モ
ノ
ナ
Y
ヲ
認
識
シ
得
可
キ
ナ
9
0

以
上
ノ
認
識
及
ピ
用
量
ノ
増
大
ト
共
－
一
抗
虎
商
凝
集
素
ノ
産
生
モ
亦
タ
増
大
セ
Y
ノ
所
見
（
第
二
十
三
表
）
ニ
鑑
ミ
ア
余
等
ノ
得
タ
Y
見
疫

程
度
ノ
相
違
A

「
毒
力
ノ
相
違
」
－
一
一
蹄
ス
ペ
キ
モ
ノ
ユ
非
．
ス
シ
ア
「
生
・
実
・
雨
上
滑
液
ノ
有
ス
Y
本
来
ノ
見
疫
一克
性
能
働
力
ノ
大
小
」
－
一
蹄
ス
ペ

キ
毛
ノ
タ
Y

コ
ト
ヲ
知
y
。

第
七
章

結

論

（
一
）
免
疫
元
材
料
（
本
論
文
－
T
ア
A

黄
色
葡
萄
朕
球
菌
）
ガ
血
中
二
於
－
プ
喰
燈
セ
ラ

y
、
コ
ト
ノ
程
度
ノ
大
小
ト
ソ

v
－
一
向
－
ア
ノ
見
疫
獲

得
程
度
（
抗
黄
色
品
川
萄
朕
球
菌
凝
集
素
産
生
程
度
）
ノ
大
小
ト
A

一
致
ス

Y

ヲ
以
－
プ
原
則
ト
錦
ス
。
即
チ
免
疫
元
性
能
伽
聞
か
庁

T
一
一r
p役

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

得
程
度
ノ
判
定
－
二
葉
ノ
免
疫
元
材
料
ノ
喰
燐
セ
ラ

y
、
程
度
ヲ
以
ア
指
標
ト
矯
シ
得
可
ジ
。喰
煉
作
用
ア
リ
ア
五
ニ
始
メ
ア
自
働
的
見

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

疫
ノ
獲
得
ア
リ
っ
而
シ
－
プ
喰
繭
作
用
ノ
大
小
A

直
接
－
一
免
疫
獲
得
ノ
大
小
ヲ
表
現
ス
。

合
己
細
菌
鰹
（
黄
色
葡
萄
賦
球
菌
）
ノ
喰
燐
A

同
一
基
液
中
－
一
同
名
乃
至
異
名
ノ
溶
解
性
蘭
物
質
（
本
論
文
－
一
－
プ
A

虎
商
培
養
上
階
一
液
）

ガ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

存
在
ス

Y
際
－
二
非
常
－
一
催
進
セ
ラ
Y
。
換
苧
一
一
ロ
ス
レ
バ
有
形
性
免
疫
一
克
A

同
名
及
ピ
異
名
ノ
落
解
性
免
疫
一克
ノ
存
在
ノ
下
－
一
ア
肝
盛
－
一
喰

、
、
、
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

燐
セ
タ
M

’
。
而
シ
ア
此
ノ
能
力
二
生
溶
解
性
菌
物
質
ヨ

y
毛
（
同
一
材
料
ヨ
ヲ
セ
と
煮
溶
解
性
菌
物
質
－
一
於
ケ
Y
方
ガ
大
ナ

y
。
0
 

（
二
一
）
前
項
ノ
事
買
ヲ
換
言
ス
レ
バ
一
切
ノ
溶
解
性
菌
物
質
A

刺
戟
療
法
ノ
原
理
－
一
叶
へ

Y
好
個
ノ
刺
戟
剤
－
一
ジ
ア
、
此
中
ニ
ア
毛
生
協
液

。

。

。

、

、

．

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

‘

、

乃
至
生
上
清
液
ヨ
リ
ノ
モ
煮
繍
液
乃
至
煮
上
減
液
f

方
ガ
更
－
ニ
週
営
セ
Y

モ
ノ
ナ

9
0従
e

プ
煮
沸
免
疫
元
A

同
名
細
雨
ノ
戚
染
－
一
際
シ
ア
有

、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

効
ナ
U
F

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
異
名
細
菌
ノ
戚
染
－
一
向
ッ
ア
モ
亦
タ
刺
戟
療
法
ノ
原
理
－
一
適
合
ス
Y

ノ
刺
戟
剤
タ
Y

ノ
貼
－
一
於
ア
有
用
ナ
Y
意
義

、
、
、
、
、
、
、

ヲ
持
ツ
モ
ノ
ナ

y
。



以
上
ノ
認
識
パ
マ
タ
下
ノ
結
論
－
一
導
カ

y
。
『
モ
シ
モ
普
通
ノ
「
ヲ
ク
チ
ン
」
（
食
蝿
水
中
－
一
於
ケ
Y
菌
耀
浮
瀞
液
）
中
ヨ
リノ
葉
ノ
基
液
中

二
合
有
セ
ラ
V

タ
Y
溶
解
性
菌
物
質
ヲ
除
去
ス
U
F

時
二
閣
鱒
y
レ
自
身
ノ
喰
慌
作
用
A

極
度
－
一
減
弱
ジ
、
従
－
プ
ソ
A

一
面
毒
力
大
ト
ナ

？
、
他
面
兎
疫
効
果
小
ト
ナ
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
「
ワ
ク
チ
ン
」
’
ガ
免
疫
一
冗
ト
シ
ア
作
用
uv

得
Y
唯
一
／
理
由
λ

幸
－
一
ジ
ア
此
ノ
基
液
中
ニ
不

知
不
識
ノ
間
二
溶
解
性
菌
物
質
ガ
混
在
シ
居
Y
7
以
ア
ナ
p
』
ト
。
叉
日
ク

『
細
菌
鰻
y
v
自
身
ヲ
以
ア
最
モ
優
秀
ナ
U
F

免
疫
元
ナ
？
ト

考
ァ
Y

コ
ト
A

断
ジ
ア
誤
謬
ナ
9
』
ト
。
此
等
ノ
輩
A

其
ノ
免
疫
元
材
料
ヲ
純
菌
鵠
ト
溶
解
性
菌
物
質
ト
ノ
二

ツ
－
一
分
解
シ
ア
免
疫
効
果

ノ
比
較
ヲ
逐
グ
タ
Y
者
－
一
A

非
ラ
ザ
Y
ナ
9
0

（四）

以
上
（
二
）
、
（
三
）
ニ
通
ペ
タ
Y
ガ
如
ク
生
鴻
（
上
澄
）
液
ヨ

y
毛
布
褒
鴻
（
上
清
）
液
／
方
ガ
優
秀
ナ
Y
見
疫
的
効
果
ヲ
来
ス
ノ
事
寅
A

是

亦
タ
「
イ
ム
ペ
ヂ

ン
」
皐
設
－
二
致
ス
w
y

ノ
所
見
タ
y
o
郎
チ
細
菌
睦
ノ
喰
燈
ヲ
促
進
ス
Y

コ
ト
A

稼
解
性
免
疫
元

（蘭
物
質）

ノ
一
特
性

ナ
Y
ガ
、
此
ノ
作
用
A

生
溶
解
性
菌
物
質
中
二
合
有
セ
ラ
レ

タ
y
「
イ
ム
ペ
ヂ

ン
」－
一
ヨ
リ
ア
或
時
A

一
部
分
、
或
時
A

食
臨
脱
水
ヲ
以
ア
ノ

封
照
ト
殆
ン
ド
同
一
程
度
迄
－
一
全
部
、
又
或
時
A

封
照
ヨ

y
モ
却
－
ア
低
下
ス

Y
程
迄
－
一
強
度
－
一
阿
害
セ
－
7

U

F

。
併
シ
煮
溶
解
性
菌
物一質－一

－プ
A

一
面
「
イ
ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
破
却
A

ア
レ
ド
モ
他
面
免
疫
元
性
物
質
ガ
保
存
セ
－
フ
y
、
ヲ
以
－
ア
ノ
故
－
一
此
ノ
間
止
作
用
ダ
ケ
ガ
消
失
ス

U
Y

ヲ
以
－
プ
本
来
固
有
ノ
喰
蟻
作
用
促
進
能
力
ガ
充
分
ニ
後
揮
セ
ラ
レ
、
従
ア
生
抗
原
ノ
場
合
ヨ
リ
ノ
モ
大
ナ
Y
喰
菌
作
用
ヲ
惹
起
ス
Y

ニ
至

U
F

モ
ノ
ト
理
解
セ
ラ

y
。

（
五
）
蓑
上
清
液
丹
生
上
澄
液
ヨ

9
モ
有
形
性
免
疫
元
（
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
）
ノ
喰
燐
作
用
ヲ
「
ヨ

9
大
－
こ
促
進
uv
、従－
プ
亦
タ
「
ヨ
y
大
」
ナ

Y
抗
黄
色
葡
萄
状
球
菌
凝
集
素
ヲ
産
生
セ

シ
メ
タ
Y
ノ
ミ
－
一

止
ク
ズ
、
同
時
二
マ

タ
「
ヨ

y
大
」
ナ
Y
抗
虎
菌
凝
集
素
ノ
産
生
ヲ
モ
惹
起
セ

ジ
メ
タ

y
。
是
郎
チ
同
名
乃
至
異
名
ノ
細
菌
健
（
有
形
性
免
疫
元
）
喰
燈
作
用
促
進
能
力
ノ
大
ナ
Y
溶
解
性
菌
物
質
山

y
レ
自
身
－
一
於
－
プ

免
疫
元
性
能
働
力
モ
亦
タ
大
ナ
UF

2

ト
ノ
確
謹
ナ
η
ノ
。
換
言
ス
レ
バ
有
形
性
免
疫
一
克
ノ
上
－
一
ア
立
読
セ
ラ
レ

タ
Y
溶
解
性
免
疫
一
克
ノ
有
ス

y
所
ノ
喰
燈
作
用
促
進
能
力
ノ
大
小
A

直
坐
一
一
於
ア
其
ノ
溶
解
性
免
疫
元
ノ
有
ス
戸
兎
疫
元
性
能
働
力
ノ
指
標
ト
熔
シ
得
可
ジ。
夏
－
一
一
換

言
ス
レ
バ
喰
盤
作
用
促
進
能
力
ト
見
疫
元
性
能
働
力
ト
A

同
格

（一門
戸2
5
3｝』）ナリ
ノ
ト
考

へ
得
可
γ
。蓋
シ
有
形
性
兎
疫
元
ノ
喰
燐
ヲ
促
進

第
五
巻

F、
底

著、4

藤

綱

::IL 

（第
式
就

二
九
〉



第
五
島
管

F『

原

著

藤

綱

九

（
第
式
競

＝一O〉

ス
グ
’ノ
能
力
A

郎
チ
ヤ
ガ
ア
溶
解
性
兎
疫
元
ガ

y
レ
自
身
ノ
喰
燈
ヲ
促
進
ス

Y
ノ
能
力
ナ

9
ト
シ
－
プ
考
へ
得
可
キ
ガ
故
ナ

y
。

。

。

（
六
）
故
二
灸
抗
原
ヨ

9
毛
生
抗
原
ノ
方
ガ
喰
燈
作
用
ヲ
促
進
ス

Y
能
力
弱
小
ニ
ジ
ア
時
二
蹴
A

正
常
以
下
－
一
三
ア
喰
燈
作
用
ヲ
阻
止
ス

o

o

 

y
所
以
A

郎
チ
煮
抗
原
ヨ

9
毛
生
抗
原
ノ
方
ガ
毒
力
大
ナ
Y

ノ
所
以
－
一
シ
ア
、
而
シ
ア
同
時
ニ
マ
タ
見
疫
獲
得
ノ
質
際
結
果
毛
亦
タ
弱
小

ナ
U
F

ノ
所
以
ト
一
致
ス

Y

毛
ノ
ナ
9
0

何
ト
ナ
レ
バ
免
疫
ノ
獲
得
－
二
抗
原
ガ
喰
燐
セ
ラ

y
，
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
第
一
ノ
必
要
保
件
ト
対
ス
ト
共
－
一
『
喰
燈
ヲ
ヲ
見
ガ
レ
タ

y
シ
抗

、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

原
』
A

直
接
－
一
高
等
ナ
Y
細
胞
ヲ
犯
ジ
ア
以
－
プ
毒
作
用
ヲ
接
揮
ス

Y
ガ
故
ナ

y
。
故
－
二
定
ノ
免
疫
元
性
材
料
－
一
就
－
ア
其
ノ
被
喰
燐
性
ノ

、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

．． 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

大
（
小
）
ト
、
毒
性
ノ
小
（
大
）
、
ト
、
見
疫
獲
得
程
度
ノ
大
〈
小
）
ト
f

二一者
A

相
開
聯
シ
ア
離
Y
可
カ
ラ
ザ
Y
現
象
ナ

y
ト
ス
。
是
郎
チ
免

疫
皐
上
ノ
「
ト
リ
ノ
ア
ス
」
（
ご
』
ニ
三
E
C｝
こ
主
主

5
5
・
5
）
ナ
リ
ノ
。

y
レ
故
ニ
此
ノ
三
者
中
ノ
何
レ
カ
ノ
一
ツ
ヲ
確
誼
ス

Y
時
A

他
ノ
二
者
A

立
読
ヲ
要
セ
ズ
ジ
ア
銃
＝
明
白
ナ
Y

毛
ノ
ナ

y
。

（
七
）
生
・
煮
・
雨
兎
疫
元
材
料
ノ
兎
疫
元
性
能
働
力
ノ
大
小
如
何
ヲ
免
疫
獲
得
ノ
貫
際
結
果
ヨ
P

U

J

P

プ
逆
ユ
判
定
セ
ン
ト
欲
ス
Y
際
－
二

雨
者
材
料
ガ
同
一
ノ
毒
カ
ヲ
試
獣
－
一
興
へ
可
キ
コ
ト
ヲ
必
要
保
件
ト
ス
、
蓋
ジ
免
疫
獲
得
ノ
賓
際
結
果
A

少
ク
ト
モ
毒
力
ト
兎
疫
元
性
能

働
力
ト
ノ
ニ
ツ
ノ
事
項
ヨ
η
ノ
支
配
セ
ラ
y
d
N

故
ナ
9
ヲ此
際
雨
者
毒
力
ノ
相
違
ヲ
瞬
減
セ
ン
ガ
潟
－
一

A
Y
レ
ヨ
リ
モ
一史
－
一
毒
カ
ノ
大
ナ
Y

同
名
或
A

異
名
ノ
兎
疫
元
材
料
ア
添
加
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
業
ノ
目
的
ヲ
達
シ
得
可
竺
卸
チ
免
疫
獲
得
ノ
大
小
ヲ
支
配
ス

Y
所
ノ
免
疫

。。

元
性
材
料
ノ
毒
力
ナ
Y

モ
ノ
A

特
殊
ノ
毒
物
事
的
（
生
理
事
的
）
毒
カ
タ
Y

3
ト
ヲ
必
要
ト
セ
ズ
シ
ア
軍
－
一
「
致
死
的
毒
作
用
」
タ
Y

－ご過

ギ
ザ
グ
モ
ノ
ナ

y
。

（入）

溶
解
性
蘭
物
質
ト
同
名
叉
A

異
名
ノ
細
菌
鱒
ト
ガ
血
中
ユ
一
於
ア
喰
燈
セ
ラ

y
、
ニ
営
9
4プ
細
菌
健
ノ
喰
撞
A

可
視
性
－
一
ジ
ア
立
謹

可
能
ナ
レ
ド
毛
、
溶
解
性
菌
物
質
ノ
喰
燈
A

果
ジ
ア
有
9
ヤ
無
シ
ヤ
立
誇
不
可
能
ナ
Y

モ
ノ
ナ
リ
。
然
レ
ド
毛
同
時
同
所
－
一
存
在
メ

Y
細

蘭
膿
（
異
名
叉
A

同
名
）
ノ
喰
燈
セ
ラ
レ
居
U
F

所
見
ヲ
以
－
ア
不
可
視
性
ナ
u
y
溶
解
性
菌
物
質
ノ
喰
燈
程
度
毛
亦
タ
大
概
同
様
ナ
Y

ペ
キ
コ

ト
ヲ
推
定
hv
得
可
hv
。
是
レ
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
喰
燈
程
度
ノ
最
大
（
最
小
）
ナ
Y
場
合
－
一
於
ア
抗
虎
菌
凝
集
素
産
生
モ
亦
タ
最
大
（
最
小
）
ナ
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ト
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ヘ
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紙
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国
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域
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1
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1
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4ト
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削
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製
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求
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ヘ
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主
要
参
照
女
献

1
）
獲
森
鶴
亀
磨
：
抗
虎
列
位
菌
凝
集
素
ノ
免
疫
的
産
生
＝
及
ポ
λ
同
名
菌
L
f
ム
ペ
ヂ
ン
吋
／
影
響
，
東
京
嘗
撃
曾
雑
誌
、
第
凶
十
袋
，
第
閤
披
．

::!
)
 
穫
森
碕
亀
目
優
：
抗
虎

列
銑
菌
（
浴
菌
）
素
／
IDl.
中
pf
生
＝
於
ケ
ノ
レ
」
イ
ム
ペ
ヂ
ン
1
現
象
，
東
京
啓
接
合
雑
誌
第
凶
十
一
令
，
第
三
滋
．

;; )
 石
本
義
憲
：
黄
色
葡
萄
扶
球
菌
ヲ
以
テ
セ
ル日
食
前
作
用

ι
イ
ム
ペ
ヂ
ン
1現
象
，
醤
撃
中
央
雑
誌
第
四
百
七
十
二
務
，

4) 
蔚
本
義
憲
：
黄
色
葡
萄
吠
球
菌
純
培
養
生
・
煮
雨
穂
波
ヵ
・
該
筒
＝
望
t
／
.
）し
血
行
内
！印
刷
ド
用
＝
及
ボ
ス
影
響
，

H
：
本
外
科
賓
画
第
三
巻
，
第
五
務
．

5) 
I
m
a
m
a
k
i
,
 Y
:
 
U
eber 
d
e
n
 In山
忠
則
：
h
e
n
U
n
t
e
四
chie
d
z
、吋話じ
h
e
n
elem

川
tぃ
－en
u
n
d
 g
e
k
o
c
h
t
c
n
 
A
n
t
i
g
e
n
 Letreffe
n
d
 

Tuberkelt
は
cillen.
Beil rag~ 

zur 
klinik 
de1 
T
u
b
e
r
k
u
lose, 
H
a
n
d
 r5, 
H
e
f
t
 4/5
.
 1
 !127, 

り）
伊
巌
肇
：
L
ワ
ク
チ
ン
九
L
ワ
ク
チ
ン
上
澄
寸
及
ピ
L
ワ
ク
チ
ン
合
商
憶
1

ノ
：
免
疫
撃
的
研
究
，
日
本
外
科
貧
画
第
三
巻
，
第
一
蹴
．

7) 
加
来
恕
助
：
脳
脊
髄
膜
炎
菌
肉

f十
培
養
無
菌
穏
生
及
ピ
芳
、
上

iJt ir~
ノ
生
物
撃
的
差
別
（
第
一
報

），
瞥
墜
中
央

雑
誌
第
四
百
八
十
九
競
．

8) 
勝
呂
警
：
l食
菌
作
用
ヲ
指
標
ト
ス
ル
抗
原
能
働
力
剣
定
ノ
貧
験
的
基
礎
，
東
京
撃
墜
曾
雑
誌
、第
三
十
八
考
会
，
第
六
披

9
）
勝
呂
審
：

絢
的
純
培
養
無
菌
惚
精
液
／
異
種
細
菌
喰
儀
作
用
＝
及
ボ
Z
影
響
＝
就
テ
・
L
イ
ム
ペ
ヂ
ン
，
／
種
族
持
異
性
，
東
京
腎
墜
合
雑
誌
第
三
十
八
~
，
第
九
競
．

1
0）
勝
呂
警
：

喰
菌
作
用
ヲ
指
標
ト
;r.
1し
煮
沸
免
疫
元
ノ
貸
験
的
基
礎
，
東
京
瞥
畢
舎
雑
誌
第
三
十
九
巻
，
第
十
競
．

11) 
T
o
r
i
k
a
t
a
,
 R.: 
K
o
l、tpraz
ipin
o
ge
n
e
u
n
d
 K
ok
t
o
i
m
m
u
n
 

o
g
e
n
c
.
 B
ピ
.n.
l!Jl7. 

12) 
高
位
右
雄
；
凝
集
素
産
生
／
上
＝
及
ボ
ス
L
イ
ム
ペ
ジ
ン
り
影
響
，
東
京
智
撃
舎
雑
誌
第
三
十
7t-'if
，
第
十
競
．

J;;
)
 高
松
石
雄
：
普

通
加
弁

i~L
ワ
ク
チ
y
守
効
果
＝
及
ボ
λ
同
名
前
生
・
煮
；
雨
相
官
、
液
／
影
響
，
日
本
外
科
＇

t'f嗣
第
間
各
，
第
二
競

a
1
4
)
 上
回
温
良
：
戊
的
生
・煮
：雨
免
疫
元
毒
カ
，
効
カ
比
較
貸
験

成
t't
，
東
京
嘗
撃
舎
雑
誌
第
凶
十
港
，
第
－
1i：；虎．

15)
 山
本
宗
三
郎
：
肺
炎
が
i'l:

l古
雨
免
疫
元
（
抗
原
）
／
生
物
事
的
差
別
第
一
及

aビ
第
三
報
，
東
京
留
撃
曾
雑
誌

、第
四
十
~
.

第
十
一
盟
主
．事
告
~
~
【圏西
縛
】
組ま
護

1
 ~

： 11 
（
終
結
告
書
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1
 )
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 St
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
 
zu 
verfolgen. 

D
e
n
 
a
n
d
e
r
n
 
T
i
e
r
g
r
u
p
p
e
n
 
h
a
b
e
n
 
wir 
eine 
M
i
s
c
h
u
n
g
 v
o
n
 
S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
a
u
f
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g
 u
n
d
 N
Z
,
 Z
K
 b
z
w
.
 Na
C
l
-

L
リ
s
u
n
g
zur 
Kontrolle 

intravenos 
eingespritzt 

u
n
d
 sind 
i
m
 ubrigeu 

g
e
n
a
u
 
so 
verfahren 

w
i
e
 
o
b
e
n
 a
n
g
e
g
e
b
e
n
.
 

D
i
e
 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 
der 
P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 
u
n
d
 
H
y
p
e
r
l
e
u
k
o
z
y
t
o
s
e
 
g
e
s
c
h
a
u
 n
a
c
h
 
der 
bereits 
v
o
n
 H
.
 S
u
g
u
r
o
1
l
 ge
m
a
c
h
t
e
n
 

A
n
g
a
b
e
.
 

V
e
r
s
u
c
h
 
I
 

U
e
b
e
r
 d
e
n
 G
r
a
d
 d
e
r
 P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 u
n
d
 H
y
p
e
r
l
e
u
k
o
z
y
t
o
s
e
.
 

D
i
e
 Versuchsergebnisse sind in 

Tabelle I
 an
g
e
g
e
b
e
n
.
 
D
a
b
e
i
 
stellen 
die 
Z
a
h
l
e
n
 
die 
Mittelwerte 

d
e
r
 
Ergebnisse 

vo
n
 

2
 Tieren, 
die 
je 
eine 
G
r
u
p
p
e
 bilden, 

dar. 

1) 
Zeitschr. 

f. 
Immuni
t:H
sforschnng 
n. 
exp
.
 Thcrnpie, 

B
d
.
 42, 
1925 
sow
ie 
Bel

目
46,
1926

目

ll*fli~ 
【国語
柳
］
苦
益
要

l
~

i同
（
事
事
桜
告
書
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1111
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Tabelle 
I. 

Tiere 
erhidtεn 

1,0 
c
c
m
 
I
 

Stapり
lnk0k
kcn:iuf-

I
 i¥lcnt'

ピ
c
c
m

s
c
l
l

＼＼＇~
m
m
u
n
g
,
 
!
 
-'
 

koml
川
nie1t
init 

I
 

N
Z
 
I
 
0,5 
'
 

χ
K
 

l
 

I
 G
c
s
a
m
k
、
山
isse

Zellen 
in 
6
 m
ms
 

Hlut 

Pro
zcntzahl 
der 
I
 

neu
 tn >ph
 ilen 
l一一
一一
一一
戸

Lcnkunvten 
1
 

J
、
I
Fres
.
 Z. 

223,0 
I
 
45,0 

221,5 
I
 
70,0 

Bcfond 
rlcr 
1・h
a:;oz
y
tc1'
C
 

I
 K.ncf!lzi
cn
t
 der 

P
h
agυχyt

＜出
e

Gefr. 
K"l、

t 
a 
t 
〉y 
o 行h
a 

－ － 
P 

70 
200 

2,1 

94 
700 

;-<
,1C
l-
U
h
u
ng
 

118 
200 

リ
i
•
O

I
 
1.0 
I
 
80 
900 

52
お
o

N
a
C
l
 Liioung 

141 
900 

’
J
 

1
0
0
0
 
I
 
165・0

205
・s
I
 
21s,o 

44,5 
I
 
6
仏
5

3,0
 

150,8 
I
 
22,0 

o,6 

199,0 
144,5 

151
,5
 

78,5 

1,8
 

47"5 

45,5 

24,5 

182,8 
I
O
白、
o

2,9 

162
,0 

54,0 
o
,6 

Fres. 
Z
.=
Z
ahl 
der Phagozyten, 

di
e
 S1aphylokokken i

m
 P
ro
toplas
m
a
 anfgenn
m
m
c
n
 haben. 

G
e
合
.
K
o
k
.
=
Z
a
h
l
 der 
phagozytierten 

K
ol、1、enleiber・

P
h
a
gozy
tat
=fres
.
 Z.
+
g
e
合
.
Kok. 

D
i
e
 Z
a
h
l
e
n
 stellcn 

d
i
e
 
S
u
m
m
e
 d
e
r
 
E
r
g
e
b
n
i
s
s
e
 
in 
d
e
r
 
3
0・・
50., 
120., 
240., 
3
6
0
.
 
u・
4
8
0
.
 
M
i
n
u
t
e
 d
a
r
.
 

Befund. 

r) 
D
i
e
 
P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 
d
e
r
 
K
o
k
 ke
n
,
 
d
i
e
 
s
i
c
h
 
i
m
 p
，ふ
rgo
こ）
＇tat
d
o
k
u
m
e
n
t
i
e
rt, 
w
a
r
 a
m
 
grii
ss
t
e
n
 
(
 
2
 7
 5 ,o) 
b
e
i
m
 /(cl.:oc品

・n

Z
e
n
t
r
i
f
u
g
a
t
 
d
e
r
 
C
h
o
l
e
r
a
v
a
＼
叫
n
e
(
Z
K
)
 in 
d
e
r
 M
e
昭
e
v
o
n
 0,5 
c
c
m
.
 M
a
n
 k
a
n
n
 d
a
h
e
r
 a
n
n
e
h
m
e
n
，
山
ss
d
a
s
 gekochte Z

e
n
t
吋
f暗
a
t

d
i
e
 
g
r
δ
s
s
t
e
 
I
m
m
u
n
i
t
a
t
 
g
e
g
e
n
 
S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
 
herbeifiihren 

m
u
s
s
,
 
w
e
n
n
 d
i
e
 
G
e
w
i
n
n
u
n
g
 d
e
r
 
l
m
m
u
n
i
t
a
t
 sich 
n
a
c
h
 d
e
m
 

G
r
a
d
e
 d
e
r
 P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 
(
d
e
r
 
i
m
m
u
n
o
g
e
n
e
n
 S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
)
 
richtet. 



2) 
D
u
r
c
h
 
E
r
h
o
h
u
n
g
 
der 
G
e
b
r
a
u
c
h
s
d
o
s
i
s
 
v
o
n
 0,5 c
c
m
 a
u
f
 
I
,
O
 c
c
m
 w
u
r
d
e
 d
e
r
 
P
h
品gozytatwert

betrachtlich 
verklei-

nert, 
u
n
d
 z
w
a
r
 
v
o
n
 
2
7
 S
 ,o
 bis 
auf 
r
 
5
 r
 
,5
・
D
a
h
e
r
lasst 
sich 
vermuten, 

class 
die 
G
e
w
i
n
n
u
n
g
 
der 
Iminunit

孟t
g
e
g
e
n
 

S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
 
bei 
G
e
g
e
n
w
a
r
t
 v
o
n
 
r,o 
c
c
m
 Z
K
 eine 
kleinere 

sein 
m
u
s
s
 als 
bei 
d
e
r
 
v
o
n
 0
,5
 cc
w
 Z
K
.
 

3) 
D
i
e
 
grosste 

Z
a
h
l
 
der 
weissen 

Zellen 
i
m
 
Blute 
betrug 

I
 r
 
8
 2
0
0
 
b
z
w
.
 
141 
900, 
b
e
z
o
g
 
sich 
also 
auf 
die 

V
e
r
s
u
c
h
s
g
r
u
p
p
e
n
,
 
w
e
l
c
h
e
 
nur 
die 
S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
a
u
f
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g
 
u
n
d
 
Kochsalzl

os
u
n
g
 
erhalten 

batten. 
D
i
e
 
b
e
i
d
e
n
 

G
r
u
p
p
e
n
 
wiesen 
j
e
d
o
c
h
 
die 
kleinste 

P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 
m
i
t
 
d
e
m
 
P
h
a
g
o
z
y
t
a
t
w
e
r
t
e
 
v
o
n
 
66,5 
b
z
w
.
 
78,5 
auf,
 w
孟
h
r
e
n
d
die 

K
o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
 
dieser 
S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
a
u
f
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g
 m
i
t
 
N
Z
 b
z
w
.
 
Z
K
'
 
u
n
g
e
a
c
h
t
e
t
 
einerkleineren 

A
u
z
a
h
l
 
d
e
r
 
weissen 

Zellen 
i
m
 
Blute 
d
o
c
h
 
eine 
betrachtlich 

grossere 
P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
,
 
u
n
d
 
z
w
a
r
 m
i
t
 
P
h
a
g
o
t
y
t
a
t
werte 
v
o
n
 
I
 45
 ,o 
b
z
w
.
 
2
7
 5
・5

verursachte. 
D
i
e
s
e
 
Feststellungen 

lehren 
n
n
s
 :
 

1) 
D
i
e
 
H
y
p
e
r
l
e
u
k
o
z
y
t
o
s
e
 
g
e
h
t
 
nicht 
i
m
m
e
r
 mit 
d
e
r
 
P
h
a
g
o
z
y
tose 
H
a
n
d
 i
口
H
a
n
d
,
ist 
a
b
o
 kein 
richti
g
e
r
 Indikator 

flir 
letztere. 

2) 
In 
G
e
g
e
n
w
a
r
t
 irgend einer gel

oste
n
 rnikrobiotischen S

u
b
s
t
a
n
z
 w
e
r
d
e
n
 
die 
M
i
k
r
o
b
e
n
l
e
iber 
energischer 

p
h
a
g
o
zytiert 

als 
o
h
m:
 dieselbe
,
 un
d
 z
w
a
r
 
fordern 
dabei 
gdcocん
te
mikrobiotische 

G
i
ft
e
 die 
P
h
a
g
ozytose vie

！
淀
川
k
e
r
als 11
atii1£'11
.
 

3) 
D
a
r
a
u
s
 ergibt 
sich 
als 
S
c
h
l
u
ssfolgerun

g
,
 cla
ss 
di
e
 Mikrobenleiber 

u
m
s
o
 w
e
niger 
phagozyticrt 

ll'
e
rd
e
n
 mi.issen, 

je 

m
e
h
r
 d
a
s
 
M
e
d
i
u
m
,
 
in 
w
c
l
c
h
e
m
 die 
Erregerleiber 

suspendiert 
sin
d
,
 v
o
n
 
gelosten 

rnikrobi
o
ti
sc
h
e
n
 S
u
b
s
ta
n
ze
n, 

seien 
sie 
h
o
m
o
l
o
g
e
 
o
d
e
r
 
heterologe

,
 befreit 
ist, 
w
a
当
b
じ
1・e
its
v
o
n
 
H
a
j
i
mc
 Ito, 
ι
 lno!.-u
tc/1i
 un
d
 
S. 
f弓グ
'its11
11a

n
a
c
h
g
e
w
i
e
s
e
n
 
ist. 

4) 
D
.1rau
元
g・eht
weiter 
hervor, 
class 
M
i
k
r
o
b
e
n
l
e
iber 
allein 
o
h
n
e
 
die 
in
 d
e
m
s
e
l
b
e
n
 
M
e
d
i
u
m
 (
N
a
C
l
司I
」
：〕】Sli
t
b
ιW
 

G
e
附
bs
臼
i.issigkeit)

aufgel。昌
ten
l¥'I
ikr
l
 c
川
itβ
sta
n
zen
n山
icht
i
m
sta
n
d
e
 sind, 
i
m
m
u
n
o
g
e
n
 zu
 w
irl
ぽ
n
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V
e
r
s
u
c
h
 
II 

U
e
b
e
r
 d
e
n
 Agglutinintiter 

d
e
s
 B
l
u
t
s
e
r
u
m
s
 bei 
d
e
n
 T
i
e
r
g
r
u
p
p
e
n
 d
e
s
 V
e
r
s
u
c
h
e
s
 I. 

D
i
e
 
E
r
gebni
s
弓e
sind 
in 
Tabelle 
II 
zusammengestellt: 

Tabelle 
II. 

Titer des 
A
吾glutinins
im 
Serum gegen: 

Tiere 
erhidten
 1,0 
ccm 

S
t
~
p
h
y
!
o
lミo

k
k
e
n
a
u
f
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g,
M
叩
ge
cc
rn 

Staphy!olcokken 
C
holc1

九＼＇ib円【，
nen

l、ombiniert
m1t 

grosster 
klci n

凶tcr
gr•品

ss
ter

kleinst
じr

『
一

一
一

一

N
Z
 

0,5 
500 

80 
40 

20 

Z
K
 

”
 

800 
140 

80 
60 

NaCl-Losung 
”
 

240 
40 

20
 

10 

N
Z
 

r,o 
440 

8
o
 

50 
20 

Z
K
 

，
 

600 
200 

140 
50 

NaCl-
L
osung
 

，， 
240 

140 
20 

。

U
m
 da
s
 V
e
r
h
a
l
t
e
n
 d
e
r
 P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 z
u
 d
e
r
 G
e
w
i
n
n
u
n
g
 der I
m
m
u
n
i
t
孟
t,
die 
sich 
hi
e
r
 i
m
 Agglutinintiter 

dokumentiert, 

einer 
g
e
n
a
u
e
n
 
B
e
t
r
a
c
h
t
u
n
g
 unterziehen z

u
 k
o
n
n
e
n
,
 h
a
b
e
n
 wir die 

wichtigen B
e
f
u
n
d
e
 in 
einer Tabelle nebeneinandergestellt 

(vgl. 
Tabelle III). 



Tabelle 
III
.
 

Tiere 
cr
h
i
d
ten
 1,0 
c
c
m
 
I
 G
 a<l 
le 

S
l
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
a
u
f
 
Men[.;e 

P
h
a
g
o
zy
初
日
d
er
/
 R
eihenfolge

 
sch
、＼＇
C
l111TIUD[.;,

c
c
m
 
Staphylol、。

1、k
en

k
n
m
b
m
i
crt 
m
i
t
 

(P
h
a
gozyla
t)
 

N
Z
 

0,5 
145
,0
 

III 

Z
K
 

2
7
5
,
0
 

I
 

お
＇a
CI
L
o
沿u
n
g

66,5 
V
I
 

N
Z
 

1,0 
144,5 

I
V
 

Z
IC 

151,5 
ll 

::'<aC
l-l
 
.6s
u
n
g
 

78,5 
v
 

Titer des 
Agglutinins 

g
e
g
en
:
 

｜
円

taphyl
c•kol《k

e
n
/
 

/
 
C
h
【

一
一
一
寸
一
百
r
c
h一
IReihenf•。lεe

／
一
一
一
一
寸
寸
苅
布
ア
一

I
R
e
i
h
佃
包f 。
l
 
g
 e
 

伊
首
tcr
n
巳
rt／
帥
ni
出ts
w
ert
/
 
/gro
副
er
¥¥Te
rt
j
叫
nitt
w
e
r
t
 

500 
III 

I
 

3
3
 

5
3
 

I
V
 

II 

4
0
 

8
0
 

2
9
3
 

8
0
0
 

2
40
 

4
4
7
 

13 
v
 

V
I
 

I
白

2
0
 

1－－－－－－：－〔「
円
「
〔
7
に
7
円
「

6
0
0
 

． 

0w

句、d

nuu句，，

4E 
2
0
 

7
 

II 
1
0
3
 

I
 

V
I
 

1
4
0
 

¥' 
2
4
0
 

Befund. 

r) 
D
e
r
 Gγα
d
 d
er
 Er:::m
g・1υ
1g des 
A
g
g
l
utinins gc,g-m 

Staplty!ol.:o!.:/..'m
 
i
m
 
Blute 
riclttetc 
siclt
 g
mα
u
 n
αε
h
 di
、m
G
rαd
t" 

dcr 
P
ん
ago~ytose

do-
Stapll)ぬ
ko!.:1..-en
i
m
 Blute. 

Bei 
der 
Tabelle 
III 
konstatierten 

wir 
die 
e
x
a
kte 
U
e
b
e
r
e
i
n
s
t
i
m
m
u
n
g
 d
e
r
 

Reihenfolge 
des 
G
r
a
d
e
s
 beider 
P
h
a
n
o
m
e
n
e
 :
 P/tagoヮ
tosc
einerseits 

u
n
d
 Agglutininbildung・

 andrerseits. 

2) 
D
i
e
s
e
 
Feststellu

咋
lehrt
uns, 
dass 
d
e
r
 prozess 

der P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 der i
m
m
u
n
o
g
e
n
e
n
 S
u
bsta
n
z
e
n
 flir 
die 
E
r
w
e
r
b
u
n
g
 

d
e
r
 aktiven I

m
m
u
n
i
t
a
t
 
m
a
s
s
g
e
b
e
n
d
 
ist 
o
d
e
r
 dass 
d
;e
 F
礼
hi
g
keit
der 
i
m
m
u
n
o
g
e
n
e
n
 Material

ie
n
,
 wirklich 

als 
I
m
m
u
n
o
g
e
n
e
 

z
u
 
funktionieren, 

in 
ersfer 
Linie 
n
a
c
h
 ihr
er 
Phagozytierbarkeit 

beurteilt 
w
e
r
d
e
n
 k
a
n
n
 o
d
e
r
 mit 
a
n
d
e
r
n
 W
o
r
t
e
n
:
 d
a
ss
 dz：ι
－
 

i1
比
例
w
w
g
c
n
c
A
viditiit
 dtr i
m
m
m
t
o
g
m
c
l
l
 JIIatcriα
!zrn 
vor allem d

urclt 
d
e
n
 G
r
a
d
 iltrer 
i
》'It
αg
o:::ytosc
b:::w
.
 durclt
 d
m
 G
r
a
d
 iltrcr 

die 
P
h
αg・ozytose f

a
r
dcrndnz 
F
a！.勾
！.：
cit
α
川
gcd.γ
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3) 
U
n
t
e
r
 
M
i
t
w
i
r
k
u
n
g
 
v
o
n
 
Z
K
,
 
d
e
m
 g
e
k
o
c
h
t
e
n
 
Zentrifugat 

einer 
Choleravakzine, 

w
u
r
d
e
n
 die 
S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
 in 

einer 
betrachtlichgri:isseren 

M
e
n
g
e
 phagozytiert 

un:l 
d
e
m
e
n
t
s
p
r
e
c
h
e
n
d
 
a
u
c
h
 ein 
grosserer Titer des h

o
m
o
l
o
g
e
n
 A
g
g
l
u
t
i
n
『

ins 
herbeigefiihrt 

als 
unter 
der 
v
o
n
 
N
Z
.
 d
e
m
 nativen 

Zentrifugate 
derselt、e
n
V
a
k
z
i
n
e
.
 
D
a
r
a
u
s
 
g
e
h
t
 
einゐ
utな
ー
ん
どrvor,

d
a
s
s
‘
Z
K
 g1gmiib<'l

’
N
Z
 山
LL'
g-rosserc

 a11tig
ピ
/I
C
(
 iJJlllll似
包
re

4) 
D
i
e
 
E
r
z
e
u
g
u
n
g
 
des 
Agglutinins 

g
e
g
e
n
 
Choleravibrionen 

erfolgte 
a
m
 st
証
rksten
bei 
Z
K
 in
 der 
M
e
n
g
e
 v
o
n
 
r, 
0
 

c
c
m
.
 
D
i
e
 St
孟
rke
der 
Agglutininbildung 

lie
ss 
sich 
dabei 
folgendermassen 

graduieren 
I
 ,o c
c
m
.
 
Z
K
>
 
0,5 c
c
m
.
Z
K
 >
 
I
 ,o 

c
c
m
.
 
N
Z
>
 0,5 c
c
m
.
 NZ
.
 
D
e
r
 
Proze
ぉ
der
P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 der 
S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
 
w
u
r
d
e
 
dabei 
v
o
n
 6
6,5 
bis 
2
7
 5
 gesteigert 

d
u
r
c
h
 
0,5 
c
c
m
.
 vo
n
 Z
K
 u
n
d
 nur 
bis 
145 
d
u
r
c
h
 
0,5 
c
c
m
.
 NZ
.
 
D
a
r
n
u
s
 
ersieht 
m
a
n
，
必
zss
d
ie
 F
izん
な
ふ
・it
geloster m

i
k
r
o
b
z・o-

tisd1ιr
 S11
bsta//:::l・II

,
die 
f
ろ2いどzg
ρ
Jフ
1
(
0.1‘ι、
d
1γ
 Jl,fiノ~ro』

el』ん，t

5) 
D
i
e
 Erhl'ihung 

der 
M
e
n
g
e
 v
o
n
 N
Z
 u
n
d
 Z
K
 vo
n
 0,5 c
c
m
.
 auf r
 ,o c
c
m
.
 setzte d
e
n
 G
r
a
d
 der P
h
a
g
o
z
y
t
o
se
 (der 
Sta-

p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
)
 
u
n
d
 d
e
m
e
n
t
s
p
r
e
c
h
e
n
d
 
aur:h 
d
ie 
B
i
l
d
u
n
g
 
des 
Agllutinin

『
h
c:
rab.
D
a
s
s
 ein 
U
e
b
e
r
s
c
h
u
s
s
 
antigener 

Substan-

z
e
n
 
alle 
serologischen 

P
h
λ
n
o
m
e
n
e
 in 
vitro 
u
n
d
 
in 
vivo 
unterdriickt, 

ist 
s
c
h
o
n
 
Hingst b
e
k
a
n
n
t
 (vgl. 
z
.B.
了
orita必
α
，
K
o
＼王
to-

l凡
・；

u. 
exp. 
T
h
e
r
e
p
i
e
 
Bd. 
4
6
,
 1926, 
S. 
419, 

6) 
D
i
e
 E
r
h
o
h
u
n
g
 der 
M
e
n
g
e
 des 
N
Z
 n
n
d
 Z
K
 v
o
n
 
0,5 c
c
m
.
 
auf 
l
 ,o ccm. 
bedingte 

d
a
g
e
g
e
n
 
eine 
S
t
e
i
g
e
r
u
n
g
 
der 

E
r
z
e
u
g
u
n
g
 
des 
g
e
g
e
n
 
Choleravibrionen 

gerichteten 
Agglutinins. 

D
a
h
e
r
 ist 
a
n
z
u
n
e
h
m
e
n
,
 dass 
die 
E
r
h
o
h
u
n
g
 d
e
r
 M
e
n
g
e
 

des 
N
Z
 u
n
d
 Z
K
 v
o
n
 
5
 
,c 
c
c
m
.
 
auf 
l
 ,o c
c
m
.
 
die 
P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 
e
b
e
n
 
derselben 

antigenen 
Materialien

,
 N
Z
 u
n
d
 
Z
K
,
 
a
u
c
h
 

steigere, 
o
b
w
o
h
l
 
w
e
g
e
n
 
d
e
r
 
Farblosigkeit 

des 
in 
der 
Gewebsflussigkeit 

gel
osten 
N
Z
 b
z
w
.
 Z
K
 es 
u
n
m
o
g
l
i
c
h
 
ist
,
 einen 

direkten 
N
a
c
h
w
e
i
s
 dafiir 
zu 
etbringen. 

D
a
r
a
u
s
 
g
e
h
t
 a
u
c
h
 hervor, 

dass 
die 
P
h
a
g
o
z
y
t
ose 
der 
Mikrobenleiber 

(Staphylo-

k
o
k
k
e
n) i
m
 Blutkreislaufe w

o
h
l
 i
m
 grossen ganzen, j

e
d
o
c
h
 nicht i
m
m
e
r
 g
a
n
z
 praz
is
 diejenige der 

i
m
 Blute 
k
o
e
x
istie
re
n
d
e
n
 

fli.issigen 
i
m
m
u
n
o
g
e
n
e
n
 Materialien, 

w
i
e
 
z.B. 
die 
v
o
n
 N
Z
 bz
w
.
 
Z
K
 indiziert
.
 

7) 
E
s
 ist 
b
e
k
a五
t’
dass
bei 
der 
blossen 
Einver 
ibt
』n
g
v
o
n
 
N
Z
 einerseits 

u
n
d
 Z
K
 andrerseits 

in 
d
巴r
gleichen 

M
e
n
g
e
 

、



(z.B. 
je 
0,5 c
c
m
.
 
o
d
e
r
 
I
 ,o c
c
m
.)
 die 
N
Z
-
T
i
 ere 
i
m
m
e
r
 eine 
grossere 

I
m
m
u
n
i
t
孟t
aufweisen 

als 
d
ie
 Z
K
-
T
i
e
r
e
.
 
S
o
b
a
!
d
 
die 

l
m
m
1
1
1
z
o
g
m
c
 N
Z
 un
d
 Z
K
 mz
t
 m
抑
bcstim
mtnz
M
e
n
g
e
 cincr b
必
c
b
i
g
m
V
aks・in
し
also
in 
11
11s
ピ
山
花
Fal!e

悦
it
fe 
l
 ,o
 cC1n. 
d
e
r
 

Stand. α
rdsclzwe

附
nung-
v
o
η
Staplzy!oko/,:k

m
 l<ombimcrt 

'iL•1trden, 
e
r
g
a
b
 
sich
 bei
 d
m
 Z
K
-
T
i
c
r
m
 
ci1zc 
bctraclitliclz 

g
rossere 

l
m
m
u
n
i
t
a
t
-
s
i
e
 
liess 
siclz 
lzie
γ
α
n
 d
e
γ
E
r:::cugu11g des g

c
g
c
n
 Clw!eravibrionc11 

g
criclttl'lcn 

A
gglutinins 

crko!llC
!l
ー
α
ls
bci 
d
e
見

N
Z
-
Tie r
m
.
 

8) 
D
i
e
 
obige 
Feststellung 

lehrt 
uns, 
dass 
die 
immunisatorischen 

Erfolge 
m
i
n
d
e
s
t
e
n
s
 
v
o
n
 2
 F
a
k
to
ren 
d
e
r
 i
m
m
u
n
o
-

g
e
n
e
n
 
Materialien. 

Toxizitat 
einerseits 

u
n
d
 i
m
m
u
n
i
s
a
t
o
r
i
s
c
h
e
r
 Aviditat 

andrerseits, 
a
b
h
a
n
g
i
g
 sind 
u
n
d
 d
a
h
e
r
 zur 
Beurt-

eilung 
d
e
r
 
i
m
m
u
n
o
g
e
n
e
n
 
Aviditat 

i
m
m
u
n
o
g
e
n
e
r
 
Material
ie
n
 
v
o
r
 
allem 
die 

B
臥
l
i
n
g
u
n
~
erfi.illt 
w
e
r
d
e
n
 
m
u
ss, 
dass 
sie 

<Jieselbe 
Toxizitat 

o
d
e
r
 
wenigstens 

k
e
i
n
e
n
 
grossen 
Unterschied 

i11 
d
e
rselben 
auf die 
O
r
g
a
n
i
s
m
e
n, 
w
e
l
c
h
e
 d
u
r
c
h
 
sie 
i
m
-

m
u
n
i
siert 
w
e
r
d
e
n
 sollcn
,
 ausi.仇
n
.
Iコ
a
ss
0,5 c
c
m
.
 resp. 
r
 
,o
 ccrr 

Zentrifugats (Z
K
)
 a
n
d
r
e
rseit
s
 <lurch die K

o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
 m
i
t
 u
b
e
凶
l
I
,
O
 cc
口
J.
d
e
r
 St
a
n
d
a
rdaufs
c
h
w
e
m
m
u
昭
v
o
n
S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
 

bei 
d
e
n
 Versuchstieren 

keinen 
grossen 

U
n
t
e
r
~
c
h
i
e
d
 
in 
d
e
r
 Toxizitat 

e
r
g
a
b
,
 so
n
d
e
r
n
 
sich 
als 
zie
m
l
i
c
h
 gleich g

iftig 
erwies, 

g
e
h
t
 
a
u
s
 
d
e
m
 
B
e
f
u
n
d
e
 
der 
H
y
p
e
r
l
e
u
k
o
z
ytose 
resp. 
d
e
m
 d
e
r
 Prozentahlen 

d
e
r
 neutrophilen 

L
e
u
k
o
z
y
t
e
n
 
i
m
 Blute 
deut-

lich 
hervor 
(Tab. 
I). 
D
urch 
die 
K
o
m
b
i
n
a
tion 
einer 
best
im
m
t
e
n
 M
e
n
g
e
 Vakzine, 

die 
bedet 
e
凶
giftiger
ist 
al
s
 N
Z
 b
z
w
.
 

Z
K
’
scheint 
d
er 
U
 nt
e
rschied 
in
 der 
T
o
xizit
at
 zw
i
sc
h
en
 d
e
m
 1ld
tive
n
 u
n
d
 g
e
k
o
c
h
t
e
n
 
Zentr
ifu
g
ate
 det C
h
o
l
e
ravi
b
rio
n
e
n
va-

kzine 
N
Z
 u
n
d
 
引
く
so
g
e
rin
g
 zu 
w
crd
en, 
<l
ass
 er
 sich 
b
e
i
 de
r
 E
r
w
e
rbun
g
 d
e
r
 lm
m
u
n
i
t
at 
d
e
r
 Ve
r
s
u
c
hstiere 
ni
c
h
 m
e
h
r
 

geltend 
macht, 
sodass 
d
ie
 dabei 
erzielten 

i
m
m
u
n
i
s
a
t
o
ri
sc
h
己
n
Erfolge 

n
u
r
 
a
u
f
 ihre 
i
m
m
u
n
isatori
sc
h
e
n
 
Avidit
a
ten
,
 d. h. 
auf 

die 
M
e
n
g
e
n
 der 
wirkli
c
h
 :ils 
I
m
m
u
n
o
g
e
n
 funktionierenden 

zuri.ickgefi.ihrt 
w
e
r
d
e
n
 
k
o
n
n
e
n
.
 

9
)
 S
o
m
i
t
 
ist 
u
n
s
 tats
孟
chlich

巾
r
e
x
permentelle 

N
ac
h
w
e
i
s
 
g
e
l
u
n
g
e
n
,
 dass 
d
a
s
 
g
e
k
o
c
h
te 

~ entrifu
g-
品
t
(
Z
K
)
 ein 

b
e
tは孟
cl川tlich
g
r
凸
sse
re
i
m
『n
u
n
o
g
e
閃
re
sp. 
a
nti
g
e
n
e
 
A
 vidit
孟t
a
ls 
d
as 
n
a
ti
v
e
 
(
N
Z)
 besit
zt. 
E
i
n
 solcher 

B
e
fund 
cllir
fte 
si
c
h
 

川
r
d
u
r
c
h
 
d
ie 
lm
p
e
dinth
e
ori
e
 Torikatas

仰
erld
ii
rc
n
!asse
n
・

1) 
l!ra
u
c
r
/
s
 Beitrage
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Z
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u
n
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1) 
r』'leer
h
w
巴incl
】e
『1,
d
e
n
e
n
 
0,5 
u
n
d
 
I’O
 c
c
m
.
 
des 
nativen 
b
z
w
.
 
gel
王ochten
Zentrifugats 

e
iner 
Bouillonl

《ul
tur
v
o
n
 

Choleravibrionen, 
kombiniert 

mit 
1
 ,o c
c
m
.
 
einer 
S
t
a
n
d
a
r
d
a
u
f
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g
 abgetOteter 

S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
 
einverleibt 

w
u
r
d
e
,
 

e
r
g
a
b
e
n
 
eine 
grossere 

P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 
der 
K
o
k
k
e
n
 u
n
d
 d
e
m
e
n
t
s
p
r
e
c
h
e
n
d
 
a
u
c
h
 eine 
g
r
ossere 
E
r
z
e
u
g
u
n
g
 so
w
ohl d
e
s
 Antist

司

aphylokokkenagglutinins 
als 
a
u
c
h
 
des 
Anticholeravibrionenagglutinins 

i
m
 
zirkulierenden 

Blute 
D
a
b
e
i
 
w
iesen 
die 

N
F
・Tiere
d
o
c
h
 eine 
e
t
w
a
s
 
hochgradigere 

L
e
u
k
o
p
e
n
i
e
 so
w
ie 
e
t
w
a
s
 
grδssere 

Z
u
n
a
h
a
m
e
 der 
P
roze
ntzahlen 

der 
neutrophi-

Jen 
L
e
u
k
o
z
y
t
e
n
 als 
die 
Z
K
・Tiere
auf. 
D
i
e
s
 zeigt 
uns, 
class 
die 
Toxizitat 

v
o
n
 N
F
十
K
o
kk
enaz.φ
cん
w
e
m
m
u
ng
d
o
c
h
 
eine 

e
t
w
a
s
 grossere 

als 
die 
v
o
n
 Z
必
＋
K
vkk’en
aそん
cltwcm
m
u
ng
¥¥'
ar
.
 

2
)
 
Einer gro

sseren P
h
a
gozyt
o
se 
d
e
ri 
m
m
u
n
o
g
e
n
e
n
 Materialien (Sta

p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n) folgte 

eine 
g
ro
sser
e
 E
rze
唱
U
時
d
e
r

d
a
g
e
g
e
n
 gerichteten

旦
ktiven
I
m
m
u
n
i
t
a
t
.
 

3) 
D
i
e
 
Fahigkeit 

d
e
r
 gelosten 

S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
 
(
N
Z
 b
z
w
.
 
Z
K
)
 
der 
M
i
k
r
o
b
e
n
 
(Choleravibrion

e
n
), 
die 
P
h
a
g
o
z
y
tos
e
 d
e
r
 

Mikrobenleiber 
(Staphylo

】rnkken)
zu 
白
rdern,
gi
暗
mit
derjenigen, 

die 
g
e
g
e
n
 die 
ersteren 

M
i
k
r
o
b
e
n
 
g
e
richtete 
aktive 

I
m
m
u
n
i
t
a
t
 
herbeizufohren, 

quantitav 
H
a
n
d
 
in 
H
a
nd, 
m
i
t
 a
n
d
e
r
n
 
w
o
rten :
 be
i
 einer 
gelosten 

M
ikrobensubstanz 

k
o
nntten 

zl1rc
ふ
，
P
h
ago.ヲ’
tose
fOrcn
u
li
 E
i
g
m
s
chaft 
eine
rse
its
 u
n
d
 
iん
r
ピ
im11m1Logo

1ι’
A
vid
ita
t
a
n
d
ererseil
s
 a
ls 
idrn
tiscん
bet
ra
chtet

w
e
r
d
e
n
.
 

5) 
M
i
k
r
o
b
e
 w
u
r
d
e
n
 unter 
lVIitwirku

咋
v
o
n
N
Z
 re
叩・
Z
K
in 
einer 
grosseren 

M
a
s
s
e
 p
h
a
g
o
z
ytiert 
als 
o
h
n
e
 die 
solcher 

S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
.
 U
n
t
e
r
 d
e
n
 
Zentrifugaten, 

N
Z
 un
d
 Z
K
,
 fordert
e
 d
a
s
 
letztere
,
 Z
K
,
 die 
P
h
a
g
o
z
y
tose 
b
e
d
e
u
t
e
n
d
 
m
e
h
r
 als 
d
a
s
 

erstere, 
N
Z
.
 

5) 
M
i
r
k
r
o
b
e
n
 k
o
n
n
e
n
 
erst 
d
a
n
n
 
als 
I
m
m
u
n
o
g
e
n
e
 
v
o
m
 
O
rg
ani
sm
u
s
 
(
P
h
a
g
o
zy
ten) 
v
e
r
w
ertet 
w
e
r
d
e
n
,
 
w
e
n
n
 
i
m
 

M
e
d
i
u
m
,
 in 
w
e
l
c
h
e
m
 sie 
sich 
befinden
,
 gel
oste 
mikrobiotische 

Substanzten 
enthalten 

sind. 
M
ikroben
 allein, 
oh
n
e
 gcloste
 

m
i
k
r
o るiotische

S
u
b
s
t
a
n
ヨ
l'll、
k
o
m
m
e
n
k
a
u
m
 dafiir 
in 
B
et：γa
c
h
t,
 in 
vive 
als 
I
m
m
un
og
e
冗
e
:::u
’w
irkc
托
・



6) 
D
i
e
 H
a
叩
tbedi
時
間
g
fur 
d:e 
E
r
w
e
r
b
u
昭
d
e
r
I
m
m
u
n
i
t
a
t
 
ist 
die, 
dass 
die 
i
m
m
u
n
o
g
e
n
e
n
 
S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
 
p
h
a
g
o
z
y
-

trert 
w
町
den.
O
l
m
e
 P
itαg
ozyt
，師
、
kci11e
Er::;eug
u
n
g
 d
e
r
 I
m
m

•包：nitat.

7
}
 
J
e
 
grosser 
(Kleiner) 

die 
P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
,
 
desto 
grosser 
(kleiner) 

die 
E
r
z
e
t思
1時
d
e
r
I
m
m
u
n
i
t
a
t
 
u
n
d
 
desto 
kleiner 

(grosser) 
die 
Giftigkeit 

jedes 
mikrobiotischen 

i
m
m
u
n
o
g
e
n
e
n
 
Materials: 

w
i
r
 
w
o
l
l
e
n
 
dies 
als
”
immunologische

 Trias“
 

bezeichnen. 
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